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T皆楽園は「民とT皆に楽しむ」遊園として、水戸第九i-'C藩

主捜川杏昭・烈2が自ら造園計画の構週をねり創設したセ

ので、天T呆十三年に開園されました。当日寺本園には梅を中

4 に竹・つつじ・萩などを植え、周辺の田園風畏を取りい

れ自然との調和をは刀、り、四季の風情や日月日音に富んだ越の

ある造りとしました。 え正+一年には国の史jÌ~下名勝の指定

を受け、日本三工園の一つに数えられており、春には約官

種三干本の梅の香りが5粛ぢ混れます。

持 え 守~ (札点修復十)

好文苧は、徳川|膏昭が詩歌管弦の催しなどをし

て家中の人々ととセに4身のT木養をはかるために

主主てたセのです。

好えというのは梅の意ロ未であって「学問に親し

めば梅が聞き、学問を廃すれば梅は開Jかなかった」

という中国の故事にセとづいて名付けられました。

現在の建物は戦災で境失したセのを三力年を要し

て昭和三十三年に復元したセのです。
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20周年を迎えて
全国パーキンソン病友の会会長
茨城県支部長清水昇勝

全閣パーキンソン病友の会茨城県支部は

ここに結成20年を迎える事が出来ました。

これはひとえに、関係各般の皆様方の温か

いご支援ご指導の賜物と摩く感謝申し上げ

ます。また、会員患者本人とその家族のご

協力により、この日を迎えることが出来ま

した。

私たちは、昭和61年3月23日、水戸市

千波町・の県民福祉センターにおいて、当時、

筑波大学付属病院神経内科の金樺一郎先生

の医療講演中、雪が降り始め、春の彼岸の

お中日というのに、関東地方に低気圧が急

速に発達した影響により大雪となり、そこ

で先生の講演を途中で止めていただき、支

部結成総会に一連の議案を審議了承して、

会員65名で全国17番目の支部として発足

しました。

県内各地よりの参加者は、帰路は大雪の

ため、殆どの交通機関が不通となり大変で

した。

常磐線も不通のため、先生を私の車で送

ることになり、道路はシャーベット状態で

渋滞中4時間かかりやっとのおもいで土浦

駅に到着しました。
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その日の夜、当日参加者の皆さんに、電

話で無事を確認して安心しました。

それから20年に成りました。振り返ると、

いろいろなことを思い出します。

結成5周年記念行事は、つくば市のノパ

ホールで、世界的に有名なヒ。アニストのザ

イラ一夫妻のピアノディオによるチャリテ

ィーショーの企画を1年掛け、全役員一致

団結して，この事に精力を傾け、結果は大

成功でノパホールは満席でした。やれば出

来るという自信をつけたことを経験しまし

た。

常陽銀行の江橋基金の助成を受け、寝た

きり会員宅への役員による友愛訪問事業で

は、会員から感謝されました。この事は 2

年続きました。

常陸大宮市の会員Nさんのご夫人が作詞

作曲した演歌「風説夫婦花jを発表されまし

た。それを北陸の石川テレビ局から「女の

のど自慢」で使いたいのでテープを是非送っ

てほしいと要望があり、応じました。

平成 11年にJPCの主催で行われた、

fがんばれ難病患者・日本一周激励マラソ

ン」には、私たちが加盟している茨城県難



病団体連絡協議会が、これらに対応するた

め、マラソン実行委員会を紘織して、資金

の調達のため、猛暑の中、行政と企業を訪

問した事、コースの下見、伴奏者の依頼、

グッズ、の販売、休憩所の交渉、宿の手配、

報道依頼等3ヶ月を費やしました。 8月29

日、栃木県との県境の笠間市で、マラソン隊

一行を迎え、翌30日、県庁前で歓迎集会を

行い県知事に、難病対策についての要望書

を提出しました。その後、石附、土浦、つ

くばと進み9月1日に無事に一千葉県にバト

ンタッチをしました。それから3ヶ月を経

て厚生労働省前で、元気なマラソンランナー

の沢本さんを迎え、その夜、日本一周6000

km完走祝賀会が都内のホテルで、行われまし

た。

翌日の深夜、大洗港から北海道行きのカ

ーフェリーを見送りました。

この企画に対し、我が友の会は大勢の会

さんの寡金とマラソングッズの販売にご

協力を頭きました。

平成12年2丹には守谷市の会員、北原純

さんが、作詞作曲した「ふれあい音頭J(本

誌33・34頁参照)を発表しました。これを

全国会報に紹介したことで反響を受け、全

国の方々から注文が殺到しました。平成13

年5月の和歌山全国大会に「ふれあい昔頭」

の伴奏を三味線で、それに踊りの振り付け

をして使っていました。平成16年の福岡全

国大会では、大病院のリハビリのリズム体

操に使用していました。

私たちのパーキンソン病友の会の応援歌

として何時までも、全国の仲間に愛されて

いくことでしょう。

最後に、皆様におかれましては、今まで

と同様、全国パーキンソン病友の会茨城県

支部をよろしくお原品、申し上げます。
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全国パーキツソン病友の会茨城県支部

結成、 20周年!こ寄せて

茨城県保健福祉部保健予防課長緒万剛

全国パーキンソン病友の会茨城県支部結

成 20周年を迎えられましたことに心から

お祝いを申し上げます。

茨城県支部が、 1986年3月に、全国で17

番目に結成されて以来、パーキンソン病に

関する研究会や患者様・ご家族の交流会、

会報の発行、あるいは茨城県難病問体連格

協議会の会員としての活動など、今日まで

の 20年にわたる会員の皆様の活動に敬意

を表する次第でございます。

パーキンソン病は，国の葉備に指定され、

その症状も振戦、筋固縮、無動、姿勢・歩

行障害などの4大症候を主としたさまざま

な形で現れる病気でございます。これらの

症状は、日常生活を送るうえでかなり倒産

害や困難があるものとご推察申し上げます。

国及び県におきましては、特定見器、治療

研究事業として、この病気に関する研究を

始め、医療費の公費負担や日常生活居宅生

活支援事業(訪問介護、短期入所、日常生

活用具給付)など、患者様の自立と社会参

加をイ出生するための施策をt信生していると

ころでございます。

また、昨年の5月には、葉断相談・支援セ

ンターを筑波大学付属病院に関所いたしま

して、葉腕でお困りの方々から、電話や面

接によりご相談に応じているところでござ
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います。相談内容も、病状に関すること、

生活上の不安や療養中の不安、セカンドオ

ピニオンにかんすること、あるいは介護保

険の利用や身体障害者手帳に関することな

ど、多岐にわたっております。その相談件

数も約200件に達しようとしているとこ

ろでございます。

さらに、茨城県難病団体i臨協議会に事

業を委託して実施している患者様やご家族

の方々の交流事業や、各保健所においては

難病医療相談会や野f究会を開催するなど、

パーキンソン病をはじめとする難病対策を

描生しており、微力ながら皆掠方へのご、支

援に努めているところでございます。

現在、国では、医療制鹿文革をはじめさ

まざまな制度改革がなされようとしており

ますが、貴会における活動は、患者様やご

家族の皆様の心のよりどころとなっている

ものと存じますし、勇気づけられる桐生で

あると思います。皆様方には一人でも多く

の仲間作りをすすめていただき、患者様が

お一人で悩まなくてもすむよう、会員相互

の親睦を深めたり、情報交換をしていただ

ければと願っております。

最後になりましたが、貴会が益々発展さ

れますことをご祈念申し上げ、結成20周

年のお祝いの言葉とさせていただきます。



パーキツソン病友の金茨城県支部の「神話」
国立精神@神経センター総長 金津一郎

いつのことだか

思い出してごらん

あんなこと、こんなこと

あったでしょう

という歌詞の童謡があります。「思い出のア

ルバム」というきれいな唄です。ご子学知の

方も多いことでしょう。この唄のように、

一つの昔のことを思い出してみましょう。

忘れていることも多いし、覚えていると思

ったことも事実ではないこともあるでしょ

う。失礼があったらお許し下さい。

今から 20年前、パーキンソン病友の会茨

城県支部ができたお祝いの会が水戸市で、行

われることとなりました。当時筑波大学臨

床医学系神経内科の新進気鋭の(?)助教

授だった私が光栄なことにお招きを受けま

した。 45歳ですから、さぞ初々しかったこ

とでしょう(そうでもないか?)。水戸市内

のあまりきれいでない建物の何階かで、皆

さんとお昼のお弁当を頂いたのは覚えてい

ますし、その時に清水さんご夫妻は勿論の

こと、私の患者さんだ、った東海村のTさん

も居られたのを覚えています。

問題はこれからで、講演会等が終わって、

帰ることになってみると外は一面雪景名。

なんと常磐線が動かなくなるほどの雪(だ

ったと思うのですが)。そこでご自分の自動

車でこられていた清水昇勝さん(今の茨城

県支部長というだけでなく、いまや全国の

友の会の会長さんになられた、あの清水さ

んです)。ご夫妻がご親切にも、当時つくば

市に住んでいました私を土浦駅まで、送って

くださったので、す。あの時は本当にうれし

く、有難いことでした。清水さんにお会い

するたびに、そのことを思い出します。そ

の車中で、私の先生で、あった楢林博太郎先

生に脳定位手術を受けられたこと、など関

かせてくださいました。明るくて仲の良い

ご夫妻に感謝しながら家に帰った次第で、す。

その後も、幾たびか茨城県内でパーキン

ソン病の集まりに出席させていただきまし

たが、だんだんと大きくなっていくのを頼

もしく拝見していました。平成3年に突然

東京大学神経内科に行くことになってしま

い、直接お会いする機会は少なくなりまし

たが、それでも時には当時の筑波大学の水

沢英洋先生や水戸日赤の鈴木則宏先生にお

呼び頂いて、茨城県内でパーキンソン病の

お話をさせて頂いたことがあります。この

おこ人は、今はそれぞれ東京医科歯科大学

と慶応大学の神経内科教授にご出世なさっ

ています。ですから、吋守来出世するには、

茨城県でパーキンソン病友の会の方々とお

付き合いをしないといけないJという神話

ができるのも無理ないものと思っています。

これからもどうぞ若い人達を育ててや

って下さい。よろしくお願いします。そし

て、次の20年に向けて、大いに羽ばたいて

下さい。ご発展を祈ります。
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20周年お自でとうございます

茨城県難病団体連絡協議会会長 渡辺千代子

全国パーキンソン病友の会茨城県支部

が、このたび創立20周年を迎えられまし

たことを、心からお喜び申しあげます。

貴会は、全国パーキンソン病友の会の、

第17番目の支部として1986年に結成され、

その年に茨難連に加盟されたと伺っており

ます。それ以来、常に茨難連の活動の先頭

に立ち、底療体制の充実と福祉の向上にご

尽力いただいておりますことに、改めて感

謝申し上げます。

特に、清水会長様は全国パーキンソン病

友の会の会長として、国内のみならず、外

国へも奥様とご一緒に出向かれ、外国の諸

団体とも研修・交流を図られていることに

敬服し、たしております。

どんな病気でもそうでしょうが、筋肉の

こわばりや歩行障害などがあると、外出す

るのを臨時して家に閉じこもり、気持ちも

暗くなりがちです。

そんな時に、同じ気持ちの患、者・家族の

方々との出会いや交流は、信頼できるお医

者様との出会いと同じように、どんなにか

大きな心の支えとなっていることでしょう。

毎月役員会を開いて、研修会・交流会の

企画をたてて、特に、年一度、一泊の「患

者・家族交流会」は、情報交換とともに、
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楽しい企闘が沢山あって、首を長くして待

っている方々も多いことでしょう。

これからも、会の存在を知らない患者・

家族の方々への広報、そして、更なる交流

活動の活発化を期待しております。

さて、茨難連では県からの委託を受けて、

平成17年度から「難病相談・支援センタ一

地域交流活動事業」を行っております。

平成18年度には、貴会の研修・交流会も

地域交流活動の一環として、会員以外の県

民の皆さまへの広報・啓発の場として、ぜ

ひ取り組んでいただきたいと期待しており

ます。



新聞記事よ今
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シ
バ

i
と
宍
流
を
深
一
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
u

一
同
盟
問
へ
の
参
加
者
は
応
後

万
人
が
捗
加
し
て
い
る
。
一
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
週
終
百
二
十
五
日
間
の
十
一
一
グ
ッ
ズ
で
あ
る
ゼ
ッ
ケ
ン
か
、

今
闘
の
全
国
キ
ャ

νペ
l
ン
一
自
治
体
の
知
感
応
褒
懇
録
手
提
一
月
一
平
六
日
に
翠
尽
で
側
壁
口
一

T
シ
ャ
ツ
を
お
て
応
援
す
る
一
万

は
、
毎
臼
闘
病
生
活
を
送
っ
て
一
出
。
知
警
は
寄
せ
警
に
サ
一
れ
る
J
P
C金
問
交
流
撃
参
事
で
、
間
以
難
巡
で
は
趣
旨
に
縫

い
る
難
病
撃
さ
そ
の
家
族
へ
一
イ
ン
し
て
も
ら
ヨ
活
動
も
俣
里
加
者
と
と
も
に
都
知
率
や
国
一
閲
す
る
人
た
ち
に
募
金
を
呼
び

の
励
ま
し
む
、
総
病
対
策
の
充
一
し
て
い
る
。
一
会
、
首
相
ら
に
講
師
糊
や
際
憾
出
国
一
掛
け
る
…
方
、
応
緩
グ
ッ
ズ
の

笑
・
鉱
大
を
国
と
都
巡
府
県
に
一
こ
こ
数
年
の
難
病
対
策
で
一
動
を
般
開
閉
す
る
。
出
発
か
ら
百
一
購
入
や
こ
れ
を
務
用
し
て
の
移

訴
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
実
施
一
は
、
医
師
出
資
の
問
答
官
一
部
負
担
一
二
十
八
回
の
悶
月
二
十
九
日
に
一
加
を
広
く
呼
び
掛
け
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。
一
の
導
入
な
ど
後
退
が
目
立
つ
こ
一
札
幌
市
に
到
滋
し
て
終
わ
る
計
一
問
い
合
わ
せ
は
、
清
水
さ
ん

激
励
マ
ラ
ソ
ン
は
、
難
病
活
一
と
か
ら
、
沢
本
さ
ん
ら
は
笑
施
一
一
幽
。
一
(
飽
話
0
2
9
9
・
2
2
・
5

動
を
支
終
U
て
い
る
札
幌
在
伎
一
主
体
の
都
道
府
燥
に
「
難
病
対
一

J
S
P加
盟
の
一
次
難
速
は
、
一

5
8
0
)
ま
で
。

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
沢
本
和
維
さ
一
策
に
対
す
る
認
織
を
改
め
て
ほ
一
パ
!
キ
ン
ソ
ン
病
や
筋
無
力
一

ん
と
一
一
一
人
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ツ
一
し
い
」
と
強
く
求
め
て
い
る
。
一
症
、
開
砂
原
病
、
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
一

-9-
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U
-
-
u
r
E司
J
E
U
お
否
認
可
否
圭
=
き
三
和
叫
HUE-hsz冨三三

厚
生
省
は
、
原
因
不
明
で
治
認
定
患
者
は
昨
年
度
末
で
八
千

療
方
法
が
隠
忍
し
て
い
な
い
い
こ
百
七
十
八
人
。
茨
城
難
回
連

わ
ゆ
る
難
病
の
う
ち
、
パ
l
キ
は
「
認
定
外
で
治
療
そ
受
げ
て

ン
ソ
ン
病
や
演
一
溺
性
大
腸
炎
な
い
る
患
者
も
数
多
い
。
患
者
団

ど
四
十
一
立
疾
患
を
「
特
定
疾
体
な
ど
で
支
媛
し
て
い
き
た

患
」
と
決
め
、
認
定
を
受
け
た
い
」
と
し
て
い
る
。
難
病
テ
レ

患
者
を
医
療
費
の
公
資
負
担
な
ホ
ン
相
談
の
慾
話
番
号
は
0
2

ど
で
支
援
し
て
い
る
。
県
内
の

9
〈

2
4
4〉
4
5
3
5
0

耐え湾建乙

1 
月曜日

才

E口口口年(平成12年)1 1月白日

難
病
怒
者
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
総
病
の
悩
み
や
疑
問
な

ど
を
受
げ
付
げ
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
難
病
テ
レ
フ
ォ
ン
相

談
」
が
こ
の
十
一
月
で
同
開
設
か
ら
十
年
自
に
入
っ
た
。
丸
九

年
間
に
受
切
付
け
た
総
件
数
は
約
二
千
七
百
件
。
病
に
悩
む

声
を
励
ま
し
、
盟
組
富
な
知
識
で
患
者
や
家
族
炉
支
援
し
て
い

る
の
は
、
笑
は
慾
者
や
そ
の
家
族
が
主
だ
。

「
難
病
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
」
祉
支
援
の
手
続
ぎ
、
医
療
や
行

は
、
娯
が
患
者
団
体
の
ネ
ッ
ト
政
機
関
な
ど
の
専
門
窓
口
を
紹

ワ
l
ク
「
県
難
病
団
体
遥
絡
協
介
す
る
な
ど
難
病
に
隠
す
る
附
閣

議
会
」
(
茨
城
難
団
連
日
事
務
報
提
供
の
一
次
的
な
窓
口
だ
。

局
・
田
町
総
合
福
祉
会
館
内
)
に
専
門
医
の
格
談
臼
も
事
前
予
約

委
託
し
て
運
営
し
て
い
る
。
受
そ
基
に
、
第
二
水
際
日
(
神
経

付
持
問
は
毎
週
月
緩
か
ら
金
曜
内
科
疾
患
〉
と
第
三
金
程
日

の
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
回
吋
(
怒
原
病
・
内
科
・
血
液
関
係

半

。

疾

患

)

に

設

け

て

い

る

。

ス
タ
ッ
フ
は
主
に
患
者
間
体
県
保
健
予
防
課
な
ど
の
ま
と

の
会
長
や
家
族
が
等
門
研
修
を
め
で
は
、
今
年
四
月
か
ら
の
半

受
け
た
よ
で
務
め
て
い
る
。
橋
年
閣
の
叩
相
談
内
容
は
「
病
気
・

基にアドバイス
治
療
」
に
関
す
る
事
項
が
全
体

(
百
七
十
三
件
)
の
ほ
ぼ
五
割

を
占
め
b
。
次
い
で
「
医
療
制

度
・
福
祉
」
(
一
四
校
)
、

「
介
慈
・
生
活
」
、
「
専
門
医

の
紹
介
」
な
ど
の
項
目
が
続

く。
病
気
の
認
定
を
受
け
た
た
め

に
生
命
保
険
の
契
約
時
に
支
障

が
出
た
り
、
病
気
の
知
識
が
な

い
夫
の
家
族
か
ら
文
句
を
一
一
一
面
一
わ

れ
る
な
ど
、
社
会
的
な
弱
者
に

追
い
込
ま
れ
た
体
験
や
心
の
ケ

ア
に
か
か
わ
る
相
談
ご
と
も
寄

せ
ら
れ
る
と
い
う
。

「
テ
レ
ホ
ン
」
創
設
時
か
ら

担
談
員
を
務
め
る
清
水
晴
美
注

ん
は
週
に
一
度
、
得
話
の
前
に

座
る
。
夫
が
パ
l
キ
ン
ソ
ン
病

患
者
で
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
閉
山

者
組
織
に
か
か
わ
っ
て
き
た
た

め
、
患
者
の
笑
状
や
心
の
痛
み

が
よ
く
分
か
る
と
い
い
、
「
ど

こ
へ
持
ち
込
ん
だ
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
が
多
い
」
と
話
す
。
「
治
療

方
法
が
確
立
し
て
(
難
問
遂

の
)
組
織
が
解
散
で
き
る
と
き

が
来
る
と
い
い
な
、
と
思
い
な

が
ら
、
そ
れ
ま
勺
お
役
に
立
て

れ
ば
」
と
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
心
掛
け
る
と
と
も
に
病
気
の

解
明
を
願
う
日
々
だ
。

経

難
病
テ
レ
ホ
ン
の
棺
談
員
と
し
て
患
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
悩

み
に
対
応
す
る
潜
水
橋
美
さ
ん
。
傍
ら
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
寄
せ

ら
れ
た
悩
み
の
数
々
が
と
じ
ら
れ
て
い
る
刊
県
総
合
福
祉
会
舘

ハU
1
tム



〈努宕翠完守羽左忽百了〉

疏
齢
佑
に
伴
い
難
病
の
パ
l
キ

ン
ソ
ン
応
態
省
が
急
議
、
金
制
闘
で

約
十
万
人
に
よ
る
と
嗣
一
月
ら
れ
て
い

ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
て

転
び
や
す
い
た
め
、
ケ
ア
に
は
エ

失
が
必
察
で
す
。
擦
で
症
状
を
抑

え
な
が
ら
、
段
援
を
な
く
す
な
ど

転
倒
務
故
防
止
の
ヱ
失
を
し
た
う

え
で
、
疲
れ
な
い
寝
際
に
体
を
動

か
す
こ
と
も
大
切
と
幣
門
絞
ら
は

助
言
し
ま
す
。
(
武
中
十
四
失
)

.;(-

2001年(平成13年)4月!日〈白隠日〉尼当可互たおL定禁罪一戸言玄室主

ご...…く別表1>
パーキシソン病の主な症状

手足などに慾えやこわばりマ翠bVF'
が返くなるて7歩Fめl'/J、刻みマ滋初の
一歩が出にくL、「すくみ足Jて7郊の
めりで突進し、止まらないマバラン
スがとれず、転びやすいマ早口で小
声マ字が小さくなるマ飲み込みにく
くなるマ装備が乏しいマ便秘がち

四
点
づ
え
を
手
に
、
頭
部
保
設
綴
を
か
ぶ
っ
て
散
歩
に
出
る
柿
悼
の

寺
門
一
一
民
子
さ
ん
(
左
)
を
支
-
え
る
正
次
さ
ん
刊
行
茨
城
娘
那
間
川
町
で

茨
城
県
那
珂
町
の
寺
内
正
次
さ

ん
(
臼
)
の
姿
一
京
一
子
さ
ん
(
日
出
)
は
八

年
前
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
病

し
ま
し
た
o
恐
初
は
手
が
縫
え
る

程
度
で
し
た
が
、
次
第
に
う
ま
く

歩
け
な
く
な
り
、
一
年
半
前
か
ら

は
よ
く
転
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
床
に
手
が
つ
け
ず
、
擦
の

よ
う
に
パ
タ
ン
と
倒
れ
る
」
と
正

次
さ
ん
。
殺
初
の
一
歩
が
山
山
づ
ら
い
の
で

す
が
、
歩
き
出
す
と
止
ま
ら
な
い
て
い
ま
す
o
こ
れ
ま
で
ニ
十
二
回

の
で
、
外
出
時
は
あ
ら
か
じ
め
滋
も
必
ぴ
、
間
酬
を
切
っ
て
十
四
回
も

信
授
な
ど
し
が
み
つ
く
所
そ
決
め
絞
っ
た
そ
う
で
す
G

け

臨

つ

い

凶

が

ほ

す

俊

己

が

か

進

、

多

胞

と

分

ば

怒

沼

状

を

行

で

も

、

こ

は

ω
伸
い
る
。
症
も

議

。

の

人

は

い

門

口

を

な

緩

む

と

と

と

い

い

い

協

な

芯

1
休
ぎ
に
飲
る
}
」

。

」

す

く

ら

る

わ

な

は

。

す

め

と

す

な

点

ニ

ゃ

に

づ

き

伝

に

ち

を

れ

皐

ん

止

険

躍
、
き
い
び
い
で
手
リ
う
歩
疲
、
ち
中
危

溶
チ
歩
よ
伸
使
が
が
ど
る
散
も
い
き
で
し

烈
イ
と
も
が
は
人
人
ハ
け
の
勤
行
は
印
刷
化

ぼ
「
る
で
競
え
本
の
リ
拶
ど
巡
に
猿
判
怒

者

@

@

@

@

@

窓…Jm
設

設

時

o
せ

ツ

、

も

い

く

わ

〉

め

コ

る

な

綴

合

，
斗
合
引
す
出
を
に
る

〉
可
を
c
r
く
に
の
柄
欄
畷

2

/

居
=
九
一
広
前
も
渉
を

設

敷

ユ

は

み

ぐ

ら

プ

別

は

え

路

く

た

な

-

<

中

な

巡

す

ま

中

テ

の
を

o
が
、
の
に

怒
遊
間
蝋
聞
広
は
家
一
体

@

@

 

パ
1
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
体
}
官
邸

か
す
院
内
に
僑
号
+
τ
送
る
ド
l
パ
ミ

ン
と
い
う
神
間
耐
伝
議
一
物
日
闘
が
不
足

す
る
病
気
で
、
〈
別
表
l
〉
の
よ

う
な
症
状
が
特
徴
で
す
。
主
に
五

十
i
六
十
代
で
発
症
、
一
向
向
者
は
現

在
約
十
万
人
と
み
ら
れ
、
経
近
急

的
捕
し
て
い
ま
す
。

同
齢
者
は
、
ぷ
く
一
加
び
ま
す
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
歩
く
の
を
悠
え
る

と
足
が
弱
。
ま
す
。
尋
問
さ
ん
宅

で
は
転
倒
議
般
を
防
ぐ
た
め
、
然

の
中
の
段
越
そ
な
く
し
て
、
手
す

り
+
義
隆
。
桧
の
角
を
丸
く
し
、

丸、

開
仰
の
ガ
ラ
ス
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
叡

に
畑
中
え
ま
し
た
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
入
り
の
頭
郡
山
町
議

抑
制
も
い
校
長
メ
ー
カ
ー
「
山
中
山
到
抑
制
絞

ヱ
幾
」
(
埼
玉
限
大
宮
市
H
0
4

8
・
6
2
2
・
6
2
0
0〉
か
ら

購
入
。
以
来
、
大
き
な
け
が
は
し

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
だ
し
、

外
出
持
は
一
応
次
さ
ん
が
常
に
付
き

添
い
自
が
離
せ
ま
せ
ん
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
慾
者
の
介
議

指
機
を
行
う
「
銭
湯
と
リ
ハ
ビ
リ

研
究
所
」
(
淡
京
日
偲
・

5
9
9

2
・
0
9
2
0
)
代
表
で
理
学
療

法
士
の
一
一
一
好
総
樹
さ
ん
は
、
「
こ

の
病
然
特
有
の
波
状
が
あ
る
こ
と

を
、
周
り
の
人
は
潔
解
し
て
ほ
し

い
」
と
強
調
し
ま
す
。

筋
肉
が
こ
わ
ば
っ
て
袋
僚
が
乏

段差なくし、手すり設罷 歩く努力続けて

し
い
た
め
、
本
人
は
楽
し
い
気
分

で
い
る
の
に
無
気
力
と
か
陰
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
0

「
ニ
タ
ッ
と

し
た
ら
、
本
人
は
ワ
ッ
ハ
ツ
ハ
と

一
戸
を
出
し
て
笑
っ
て
い
る
と
思
っ

て
あ
げ
て
」
と
一
一
一
好
さ
ん
。

あ
き
ら
め
ず
、
ど
ん
な
能
力
を

残
し
て
い
る
か
も
怒
族
は
見
て
ほ

し
い
そ
う
で
す
。
京
子
さ
ん
も
字

は
綴
け
ま
せ
ん
が
、
パ
ソ
コ
ン
の

キ
l
は
打
て
る
の
で
点
字
訳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
ま

す。
パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
次
第
に

症
状
が
磁
く
な
る
の
が
一
般
的
で

す
。
梨
京
・
練
馬
区
の
新
井
怒
江

さ
ん
(
引
〉
一
は
波
状
の
滋
く
な
っ
た

失
(
町
山
)
が
昨
年
山
入
院
す
る
ま
で
約

十
五
年
間
介
議
o
m
揮
で
は
、
移
動

用
リ
フ
ト
や
ホ

1
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
を
活
用
し
て
き
し
ま
し
た
。

杏
林
大
(
耐
用
一
京
・
一
二
酬
州
市
)
神

経
内
科
教
授
の
作
田
学
さ
ん
は

「
認
が
遊
歩
し
病
気
の
改
滋
も
可

能
に
な
り
、
劉
に
元
気
に
夫
議
を

ま
っ
と
う
す
る
怒
者
が
拶
え
て
き
憾

だ
。
前
向
き
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
欄

と
話
し
ま
す
。
巡
磁
な
ど
日
常
生

d

活
上
の
注
滋
も
A
F

固
め
、
ヶ
ア
を
す
明

る
上
で
の
助
言
を
作
臼
さ
ん
、
一
ニ
向

好
さ
ん
に
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
川

た
〈
別
表
2
〉。

1
3ム

守
3
ム

¥~tlJ¥  

¥ 
¥¥¥¥¥  

…一一一

-持

関乙翠窓薯痛i表会
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社治、こ軍惑にで 11パ
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長草区翠〉サ》\~強調切~

小
泉
内
閣
は
、
難
病
医
療
に
対
す
る
見
直
し
作
業
を
進
め
、

患
者
支
家
族
に
負
担
増
を
強
い
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
国
に

約
五
万
五
千
人
の
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
パ
!
キ
ン
ソ

ン
病
も
難
病
の
一
つ
。
会
園
。
ハ

i
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
会
長
の

清
水
算
勝
(
し
み
ず
・
の
ぶ
か
っ
〉
さ
ん
(
六
回

)H茨
城
県
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
事
務
間
長
、
石
昭
市
在
住
H
に
、
毘
の
難
病

施
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

北
関
東
総
局

で
し
た
。
一
二
割
負
担
に
怠
れ

ば
、
薬
代
を
合
め
て
月
十
万
円

[一般医療扱いjで3割負担重く

清
水

全
国
パ
!
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
会
長

昇
勝
さ
ん
に
さ
く

厚
生
労
働
省
は
「
難
病
対
策

見
直
し
の
基
本
的
考
え
方
」
で

「
日
常
生
活
に
特
段
の
支
障
が

な
く
就
労
等
も
可
能
な
軽
症
の

期
間
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

一
般
医
債
の
扱
い
と
す
る
」

と
、
軽
症
者
を
は
ず
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
初
、
五
万
人
以

上
の
疾
患
を
対
象
か
ろ
外
し
、

難
病
か
ら
一
般
医
療
扱
い
に
し

よ
う
と
し
で
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
の
運
動
も
あ
っ
て
、
今
回

は
見
送
り
ま
し
た
。
も
し
一
般

監
蹟
扱
い
に
な
れ
ば
、
三
割
負

担
が
そ
の
ま
ま
患
者
に
重
く
の

し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

臨
受
診
控
-
三
翠
症
化
も

パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
手
足

の
麗
『
え
や
動
停
が
に
ぶ
る
な
ど

の
症
状
が
現
れ
、
少
し
の
段
差

で
も
つ
ま
ず
い
て
倒
れ
ま
す
。

私
も
会
社
通
い
を
し
て
い
た
時

は
、
体
に
生
傷
が
絶
え
ま
せ
ん

以
上
に
な
り
ま
す
。

難
病
患
者
の
底
捜
は
、
そ
れ

ま
で
全
額
公
費
負
担
だ
っ
た
の

が
、
一
九
九
八
年
、
小
泉
首
相

が
厚
生
大
臣
の
と
き
に
、
一
部

自
己
負
担
(
一
一
医
療
機
関
に
つ

き
遇
院
は
月
二
千
円
、
入
院
は

月
一
万
四
千
円
を
限
度
)
を
導

入
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
大
き

な
反
対
運
動
を
起
と
し
ま
し
た

が
、
患
者
受
家
族
の
声
を
聞
か

を
殺
害
す
る
と
い
『
つ
痛
ま
し
い

事
件
も
起
き
ま
し
た
。

一
部
有
料
化
後
も
¥
二

0
0

一
年
度
か
ち
難
病
対
策
の
予
算

を
毎
年
目
必
ず
つ
カ
ッ
ト
し
、

新
た
な
負
控
の
導
入
や
、
対
象

と
な
る
疾
病
の
絞
り
込
み
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

炉

一

昨

小

泉

内

閣

の

品
川
、
~
同
一
抱
一
位
ん
「
聖
域
な
き
構

司
山
仏
語
造
車
」
と
は
、

格
制
一
昨
鼎
難
病
予
算
の
切

趨

ぷ

執

り

縮

め

や

切

り

い
慎
一
ど
な
グ
捨
て
も
や
む
を

対
…
相
官
得
な
い
と
い
う

弘
川
一
一
耐
冷
も
の
で
す
。
難

吋一川
γ
川
耕
一
聞
に
病
に
苦
し
ん
で

い
る
人
に
ま
一
ベ
な
ぜ
「
聖
域

な
さ
」
と
一
言
っ
て
切
り
捨
て
て

し
ま
う
の
か
。
不
必
要
な
公
共

事
業
に
使
~
つ
金
が
あ
る
の
な
ら

ば
少
し
で
も
難
病
対
策
に
回
し

て
ほ
し
い
。

だ
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
主
強

で
す
。
友
の
会
は
、
ジ
ャ
ン
ボ

は
が
き
に
よ
る
抗
議
活
動
や
ほ

か
の
態
者
団
体
と
共
同
し
て
厚

生
労
働
省
と
交
渉
を
行
い
、

難
病
対
策
を
後
退
s
さ
せ
な
い

よ
う
運
動
を
腕
り
て
き
ま
し

た。
患
者
や
家
艇
の
遥
動
が
実

り
、
来
年
度
の
難
病
対
策
関
連

の
予
算
は
七
十
一
億
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
い
ま
「
総
合
的

難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望

す
る
請
願
」
署
名
に
取
り
組

み
、
茨
城
県
内
で
ほ
三
日
現

在
、
一
万
七
千
三
百
九
十
一
人

分
の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
の
一
全
国
の
分
を
集
計
し
、
六

月
に
国
会
に
揮
出
す
る
予
定
一
℃

可
J

難
病
へ
の
国
民
の
理
解
も
広

が
り
、
趨
雲
町
で
運
動
か
広
が

る
な
か
、
中
中
山
者
e

家
族
虫
同
を

大
き
く
し
、
全
国
民
的
な
運
動

翻
全
額
公
費
負
担
に
一
戻
せ
白
lollを
展
開
し
て
い
き
た
い
と
患
い

ま
す
。

ず
に
導
入
を
強
行
し
ま
し
た
。

患
者
の
な
か
に
は
¥
一
部
有

料
化
で
、
受
診
を
控
え
、
ま
す

ま
す
重
症
化
す
る
例
も
出
て
い

ま
す
。
患
者
主
添
い
肢
の
経
済
的

負
担
は
相
当
な
も
の
で
す
。
昨

年
五
月
に
宮
城
県
で
、
パ

i
キ

ン
ソ
ン
病
の
長
男
(
蕊
丘
)
の
一
言
一
病

に
疲
れ
た
母
親
(
七
五
)
が
、

金
額
公
費
負
担
に
戻
す
べ
き

つ
心
τ
I
4
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難
病
の
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病
を
患

い
な
が
ら
歌
の
指
導
や
慰
問
活
動

な
ど
に
励
む
守
谷
市
の
北
原
純
さ

ん
(
引
け
哉
、
本
名
/
話
回
功
)
が
、

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
「
や
す
ら

E

音
楽
祭
」
の
作
詞
コ
ン
テ
ス
ト
に

2
年
連
続
で
入
賞
し
、
来
る
叩
月

2
日
山
山
の
音
楽
祭
当
日
に
曲
付
き

で
発
表
さ
れ
る
。

N
H
K
の
ど
自
慢
で
合
格
し
、

お
歳
で
プ
口
一
ア
ピ
ュ
ー
を
果
た
し

た
北
原
さ
ん
は
、
故
三
橋
美
智
也

と
同
期
で
活
躍
。
中
で
も
菅
原
文

太
主
演
の
東
映
映
商
挿
入
歌
と

な
っ
た
「
四
倉
音
頭
」
は
特
に
注

目
さ
れ
た
が
、
歌
手
と
し
て
こ
れ

か
ら
と
い
う
時
に
家
庭
の
事
情
で

や
む
な
く
引
退
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
再
出
発
し
、
老
後
の
人
生

(17) 

設
計
の
準
備
も
整
え
て
間
も
な
く

定
年
と
い
う
矢
先
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
を
発
病
し
た
。
夢
を
砕
か
れ

歌手の経験生かし後進
の育成に力入れる

地域の慰問活動も 8年目

る
再
度
の
運
命
の
い
た
ず
ら
を
の

ろ
い
、
自
暴
自
楽
に
な
っ
た
北
原

さ
ん
を
救
っ
た
の
が
、
人
気
ア
ニ

メ
「
ア
タ
ッ
ク

N
O
-
-」
や

「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の

主
題
歌
を
歌
っ
た
大
杉
久
美
子
と

の
出
会
い
だ
っ
た
。
の
ど
自
慢
に

合
格
し
た
い
と
北
原
さ
ん
の
門
を

た
た
い
た
大
杉
を
ア
ニ
メ
曲
の
第

一
人
者
に
育
て
、
後
進
の
指
導
に

生
き
る
希
望
を
見
い
だ
し
た
北
原

さ
ん
は
、
そ
の
後
、
歌
謡
教
室
を

開
設
。
自
ら
も
ハ
ッ
ピ
ー
レ
コ
ー

ド
の
専
属
歌
手
と
し
て
活
躍
す
る

一
方
、
地
一
花
、
県
南
地
域
か
ら
数

人
の
ブ
口
歌
手
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
い
る
。
「
で
も
最
近
は
病
気
が
進
ん
で
声

所
出
馬
レ
コ
ー
ド
会
社
の
音
楽
祭
で
歌
う
北
原
さ
ん

〈
東
京
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
)

が
出
に
く
く
な
っ
た
の
で
、
歌
う
一

こ
と
よ
り
作
詞
や
作
曲
に
力
を
入
一

れ
て
い
ま
す
」
と
北
原
さ
ん
。
一

連
続
入
賞
を
果
た
し
た
「
や
す
一

ら
ぎ
音
楽
祭
」
は
、
障
害
者
や
そ
一

の
家
族
を
対
象
に
作
詞
を
募
集
す
一

る
も
の
で
、
数
点
の
入
賞
作
品
に
一

プ
ロ
の
作
曲
家
が
曲
を
付
け
て
音
一

楽
祭
で
発
表
し
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
一

定
す
る
。
昨
年
、
読
売
テ
レ
ピ
堂
一

を
受
賞
し
た
北
原
さ
ん
の
作
品
「
す
一

ま
な
い
ね
」
は
、
病
気
の
自
分
を
一

介
護
し
て
く
れ
る
喪
へ
の
感
謝
と
、
一

発
病
で
家
族
全
員
の
人
生
が

1
8
一

0
度
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
一

わ
び
る
気
持
ち
を
詩
に
託
し
た
。
一

今
年
の
入
賞
作
も
病
気
に
関
連
し
一

て
い
る
が
、
内
容
は
発
表
ま
で
明
一

か

さ

な

い

。

一

「
体
が
動
く
う
ち
は
」
と
、
協
力
一

者
と
共
に
地
域
の
老
人
保
健
施
設
一

を
慰
問
す
る
活
動
も
8
年
目
を
迎
一

え
、
毎
年
多
く
の
お
年
寄
り
が
北
一

原
さ
ん
の
歌
を
楽
し
み
に
待
っ
て
一

い
る
。
ま
た
、
自
身
の
最
新
C
D
「
風
一

の
三
度
笠
」
も
間
も
な
く
発
売
に
一

な

る

。

一

円
〈

U
T
，ょ



茨城1 1月15B (火曜日)2005年(平成 17年)

ゆ
川
品
歳
マ
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症

し
た
当
時
原
閣
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し

た
か
。

機翻国139

|
|
あ
る
日
、
足
が
思
う
よ
う
に
動

か
な
く
な
っ
た
。

1
カ
月
以
上
入
院
し

た
後
も

5
、
6
年
は
何
の
病
気
か
分
か

ら
な
か
っ
た
。
日
間
か
ら
東
京
ま
で
通

勤
し
て
い
ま
し
た
が
足
を
引
き
ず
る
ま

で
悪
化
し
て
パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
だ
と
分

か
っ
た
ん
で
す
。

動
や
難
病
串
詰
包
へ
の
公
的
支
援
を
求
め

る
活
動
を
約
初
年
間
続
け
て
き
た
。

{
土
屋
渓
〕

働
き
盛
り
の
初
代
、
印
代
か
ら
多
く

発
症
し
歩
行
や
会
話
を
困
難
に
す
る
脳

の
神
経
変
性
疾
患
「
パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
」

の
患
者
数
は
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
今

や
1
0
0
0人
に
1
人
の
日
本
人
が
患

う
と
い
わ
れ
る
難
病
だ
。
加
代
で
こ
の

病
気
を
発
症
し
た
お
岡
市
の
清
水
昇
勝

さ
ん
は
病
気
と
闘
い
な
が
ら
、
啓
発
話

全国パーキンソン病友の会会長

清水

一
一
清
水
算
勝
さ
ん
(
右
)
と
妻
晴
美
さ
ん

。
ご
自
身
で
全
国
バ
l
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会
の
支
部
を
発
足
し
ま
し
た
ね
。

i
i
t当
時
茨
城
に
は
支
部
が
な
か
っ

た
の
で
河
年
に
神
奈
川
県
支
部
に
入
会

し
ま
し
た
。
体
の
震
え
が
止
ま
ら
ず
翌

年
脳
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
県
内
の

患
者
さ
ん
も
何
人
か
い
て
茨
城
の
人
に

も
こ
の
病
気
持
}
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
間
年
に
自
ら
県

支
部
を
発
足
し
ま
し
た
。

φ
病
気
は
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
か
。

|
|
支
部
の
創
設
当
初
は
「
役
員
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
霊
(
晴
美
さ
ん
)

と
患
者
の
家
を
訪
ね
て
回
っ
た
。
で
も

で
っ
ち
に
は
そ
ん
な
人
い
ま
せ
ん
」
と

断
ら
れ
る
乙
と
も
。
「
奇
病
」
や
「
人

に
う
つ
る
」
と
か
偏
見
や
誤
解
が
あ
っ

て
近
所
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
す
人

も
多
か
っ
た
。

φ
「
友
の
会
」
で
は
ど
ん
な
活
動
を
。

|
|
9
月
訪
日
に
も
つ
く
ば
市
で
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
聞
い
た
ん
で
す
。
専
門
家

を
呼
ん
で
講
演
会
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
て
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
年
に
一
度
、
患
者
や
家
族
が
集
う

泊
り
が
け
の
交
流
会
も
や
っ
て
ま
す
。

み
ん
な
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
そ
の
後
も

情
報
受
換
し
た
り
励
ま
し
あ
っ
た
り
し

て
い
ま
す
よ
。

⑮
行
政
へ
の
働
き
か
け
も
?

i
i県
難
病
屈
体
連
絡
協
議
会
の
活

動
で
mm年
か
ち
各
市
町
村
に
対
し
、
難

病
患
者
へ
の
毘
舞
金
支
給
制
度
の
創
設

を
求
め
て
講
願
書
の
提
出
を
始
め
た
。

今
で
は
全
市
町
村
が
採
訳
し
て
、
引
市

町
村
で
年
平
均
で
約
3
万
円
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
国
レ
ベ
ル
で
は

2
年
前
か
ら
難
病
患
者
へ
の
医
療
費
補

助
が
所
得
に
応
じ
た
自
己
負
担
制
に
な

っ
て
し
ま
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す。
⑬
勤
め
先
は
定
年
ま
で
?

-
-
7年
前
の
定
年
ま
で
「
日
本
郵

便
逓
送
」
東
京
支
社
に
お
年
間
勤
め
た
。

最
後
の
5
年
間
は
思
に
神
経
が
い
か
ず

に
す
ぐ
転
ん
で
大
け
が
も
し
た
。
会
社

の
深
い
理
解
と
一
一
要
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
定
年
ま
で
働
け
た
ん
で
す
。
障
害

者
自
立
支
擾
法
を
見
て
も
財
政
難
を

理
由
に
福
祉
が
切
り
詰
め
ら
れ
る
大
変

な
時
代
に
な
っ
た
。
今
後
は
海
外
の
学

会
に
も
参
加
し
な
が
ち
新
薬
な
ど
の

情
報
提
供
や
難
病
患
者
へ
の
理
解
、

支
援
を
さ
ら
に
訴
え
て
い
く
つ
も
り
で

す。

-14 -



11年局ょう

10 .1f-の歩み



全国パーキンソン病友の会東城県支部年表

1 1976.11 全国r{ーキンソン病友の会結成

2 1977. 6 全国友の会会報創刊号発行

3 1983. 5 茨城県難病団体連絡協議会結成

4 1984. 3 機関紙「いばせき難連j創刊号発行

5 1986. 3 全国パーキンソン病友の会茨城県支部設立

6 記念講損筑波大学付属癖焼金津一郎先生

7 4 I全国パーキンソン病友の会茨城県支部J茨城難連へ加盟

8 4 支部会報創刊号発行

9 6 第10田全国大会 f北海道・札幌市jに参加

10 6 J P C結成総会に参加

11 10 国立精神・神経センターの設立

12 10 第1回患者・家族交流会「いこいの村ひぬまJで関擢

13 10 J P C全国交流会「静岡県@熱海市Jに参加

14 12 罷鉄・分割・民営化法成笠

15 1987. 4 第2田支部総会記念講演筑波大学付麗病院金津一郎先生

16 5 第11回全国大会「東京・南青山jに参加

17 9 国立医療機関統蕗合法案成立

18 9 第2回患者・家族交流会「塩原温泉・ぬりやJで開催

19 1 J P C全国交流会「捕島県・二本松jに参加

20 1988. 4 第3回支部総会記念講演東京都立神経病院 田辺等先生

21 4 パーキンソン病友の会茨域県支部長祷水昇勝氏が茨城難連会長に就任

22 6 i更域難連JPCに加盟

23 6 第12回全閣大会「大阪府・大薮市Jに参加

24 10 第3田患者・家族交流会「大子漏泉・福寿荘」で開催

25 11 J P C全国交流会「滋費県・大津市Jに参加

26 1989. 4 消費税スタート

27 4 第4回支部総会記念講演願天堂大学病院楢林博太郎先生

28 5 第13回全国大会「埼玉県・嵐山jに参加

29 6 J P C国会請願・衆院で採択

民
U
1
Bム



30 1989 10 第4回患者・家族交流会「八郷・つくばねJで開催

31 10 J P C全国交流会「長野県・諏訪市jに参加

32 1990. 4 第5回支部総会記念講槙全国療育梧談センター宇尾野公義先生

33 5 第14回全爵大会「愛媛県・松山市」に参加

34 10 第5回患者・家族交流会「十王町。鵜の岬jで開催

35 10 支部設立5周年記念企画「ザイラービアノデュオjコンサート開催

36 1991. 4 第6回支部総会記念講演七沢リハピリセンター 田口顕子先生

37 6 第15圏全国大会「東京。日本青年館Jに参加

38 10 第6囲患者・家族交流会「大子温泉・福寿荘jで関犠

39 11 難病電話相談委託事業開始

40 11 

41 1992. 4 

JPC全冒交流会「東京・目黒jに参加

第7回支部総会記念講読筑波大学付属病院水沢英洋先生

42 5 第16回全国大会 f神奈川県・横浜市Jに参加

43 6 J P C全国交流会「東京@霞が関jに参加

44 10 第7回患者。家族交流会「いこいの村ひぬまjで開催

45 1993. 4 第8回支部総会記念講演園立水戸病院吉沢和朗先生

46 5 第17回全国大会「栃木県・宇都宮市」に参加

47 7 J P C全国交流会「北梅道@札幌市jに参加

48 10 第8回患者・家族交流会「大子温泉・福寿荘Jで開催

49 11 障害者基本法成立

50 1994. 1 全国会報50号発行

51 4 第9田支部総会記念講潰筑波大学付属病院庄苛進一先生

52 5 第18回全国大会「長野県・松本市Jに参加

53 9 第 9回患者@家族交流会「大洗扱J.かもめ荘Jで開催

54 11 

55 1995. 5 

JPC全国交流会「東京・全共連ピルjに参加

第10回支部総会記念講韻筑波大学付属病院金津一部先生

56 5 第19回全国大会「茨城県@水戸市」で開催

57 10 第10回患者・家族交流会「塩原温泉・ぬのや」で開催

58 11 J P C全国交流会「北梅道・札幌市」に参加

59 1996. 2 支部結成10周年記念誌発行

60 4 難病情報センタ一事業開始

61 4 第11阻支部総会記念講演水戸赤十字病院神経内科鈴木期宏先生
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62 1996 8 第20回全盟大会「熊本県・熊本市Jに参加

63 10 第11回患者・家族交流会「大子温泉・福寿荘Jで開催

64 11 J P C全国交流会「東京・霞が関JIこ参加

65 1997. 1 難病患者等居宅生活支援事業開始

66 4 難病患者生活支援促進事業開始

67 4 第12回支部総会記念講旗県医療大学付属病院神経内科永田博司先生

68 5 第21回全国大会「愛知県・蒲郡市Jに参加

69 10 第12回患者・家族交流会「大子温泉・福寿荘」で開催

70 11 J P C全国交流会「大阪府・大甑市Jに参加

71 1998. 4 r難病特民対策推進事業j創設
72 4 第13自支部総会記念講演筑波大学付属病院神経内科圧司進一先生

73 6 第22由全国大会「埼玉県・大宮市」に参加

74 7 茨城難連が各市町村に難病見舞金制度に関する請願書提出開始

75 10 第13回患者・家族交流会「潮来町・潮来ホテルJで開催

76 1999. 4 第14回支部総会記念講演筑波大学付属病院医科学系紙屋克子先生

77 5 パーキンソン病友の会茨域県支部長清水昇勝氏が茨城難連会長に就任

78 8 がんばれ難病患者日本一周激励マラソン茨城通過(8.29-9.1)を支援

79 10 第14回患者・家族交流会「大子温泉・福寿荘Jで開催

80 10 第23田全国大会「千葉県・舞浜Jに参加

81 10 第2回アジア太平洋パーキンソン病シンポジュウム国際会議「同上にてJ

82 11 J P C全国交流会激励マラソン東京到着歓迎集会「東京・諸島」に参加

83 2000. 2 友の会の応援歌は、れあい音頭Jの作詞作曲者の北原純チャリティー発表会

84 4 第15田支部総会記念講韻臆天堂大学脳神経内科森秀生先生

85 4 支部会報50号発行

86 6 第24回全国大会「新潟県・新潟市Jに参加

87 10 第15回患者・家族交流会「いこいの村ひぬま」で開催

88 11 J P C全菌研修会「静岡県・熱海市jに参加

89 2001. 3 パーキンソン医療講演会をつくば罷際会議場で開催

90 4 第16回支部総会記念講槙国立水戸病院神経内科吉沢和朗先生

91 5 第25回全国大会「和歌山県・和歌山市jに参加

92 10 第16回患者・家族交流会「大子温泉・福寿荘」で開催

93 11 第3囲アジア太平洋パーキンソン病シンポジウム国際会議「香港J参加

17 



94 2001 11 J P C全国交流会「東京・穫が関Jに参加

95 2002. 4 第17回支部総会記念講読 自治医科大学神経内科藤本健一先生

96 5 第26回全国大会「千葉県・木更津市jに参加

97 5 清水支部長歴代5代目全国会長に就任

98 10 J P C街顕署名・募金活動(県民まつり@笠間会場)

99 10 第17田患者・家族交流会「常陸太田市・ときわ路」で開催

新聞記事「難病患者切り捨てるのかj

第18田支部総会記念講演 自治医科大学神経内科藤本健一先生

第27回全閣大会「石川県・金沢市」に参加

第18回患者・家族交流会「土浦市@サンレイク土浦Jで開催

第4回アジア太平洋P病シンポジウム国際会議「韓国@ソウルjに参加

JPC全国交流会「東京・浦島ホテルJに参加

いばらき難連50号記念号発行

第19回支部総会記念講演県医療大学付属病院永田博司先生

第28回全国大会「福岡県・播岡市jに参加

新聞記事「北原純さんが2年連続で作詞入賞j

第19回患者。家族交流会 fいこいの村ひぬまjで開催

パーキンソン病フォーラムをひたちなか市しあわせプラザで開催

JPC全国交流会「和歌山県・和歌山市jに参加

全国会報100号記念号発行

第20回支部総会記念講韻国立精神・神経センタ一村田美穂先生

115 5 J P C解散総会・全難連統合総会「東京・東京グランドホテル」に参加

116 5 茨城県難病相談・支援センタム筑波大学付属病院内に開設

117 5 茨城難病団体連絡協議会が難病相談@支援センターの地境交流事業を受託

118 6 第29国全国大会「東京・代々木jに参加

119 9 第2田パーキンソン病フォーラムをつくば市ふれあいプラザで開催280名鞠

120 10 第20回患者・家族交流会「ひたちなか市ホテルニュー白亜紀Jで開催

121 10 第5回アジア太平洋パーキンソン病シンポジウム国際会議「オーストラ

リア・メルボルンJに参加

100 2003. 3 

101 4 

102 6 

103 

104 10 

105 11 

106 2004. 1 

107 4 

108 8 

109 9 

110 9 

111 11 

112 11 

113 11 

114 2005， 4 
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全国会報・全国大会・支部交流会・ JPC交流会
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全国大会

第20田熊本県熊本市
(8. 5. 24何25)

第21自愛知県蒲郡市
(9. 5. 24N25) 

第22回埼玉県大宮市
(10.6.6N7) 

第羽田千葉県舞浜市

第2回 7')7太平野ιキンyン鰯
際シン事ヲユーム(11，19. 26N27)潟
時麟

第24回新潟県新潟市
(12. 6. 22N23) 

第25田和歌山県和歌山
(13. 5. 20N21) 

支部交流会 ] P C交涜集会

第11田 大子町・福寿荘 1東京・躍が関
(8. 10. 12N13) I (8. 11. 10N 11) 

第12回 大子町・福寿荘!大政府・大阪市
(9. 10. 11 N 12) I (9. 11. 15N 16) 

第四回 潮来市・潮来桁

舟(10.10. 3N4) 高知県・高知市

(10. 11. 14N15) 

第14田 大子町・福寿荘
(11. 11. 6N7) 東京・霞が関厚生省

がんばft.鰯患者日本骨髄マラソン

綜粥(11.11. 26N27) 

第四回 旭村・いこい吋翻|静岡県・熱海市研修

(12. 10. 14N15) 会 (12.11. 18N19) 

東京・穫が関プラザヰサ

第3田 7'J7太平洋パーキ:ノンン属国際 i第四国 大子町・福美子荘 I(13. 11. 26N27) 
シン約，.-b.(13.12. 1N4) I (13.10. 13N14) 

第羽田 千葉県木更津市

(14. 5. 17N18) 

第17由常陸太田市・と
第27回 石川県・金沢市|きわ路 (14.10. 19N20) 東京・浦島ホテル

(15. 6. 7N8) I (14. 11. 17N18) 

第27回 石川県・金沢市
(15. 6， 7N8) 
第4田 了'J7太平洋パ【キンソン露国際
シン;j!~ューム韓I!I'J?k(15. 10. 3N6) 

第28回様岡県・福岡市
(16. 6. 19N21) 
第29回 東京・村ンピ，'1恥
(17. 6. 16N17) 
第5囲内7太平炉斗ンソン貧国際
シンポ?ュ』ムオーストうリ7H革)り

(17. 10. 21 N25) 

第四回 土浦市t:iレイ付議
(15. 9. 27N28) 

第四回 旭村いこいの村|和歌山県和歌山市

溜沼 (16.9. 18N19) I (16. 11. 20N21) 

第20回批ちなか市・桁)vニュー暗記|全魁t統一強会蹄グランド祈kl 
(17. 10‘14N 15) I (17. 5. 29N30) 
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支部会報量支部議会の記録

NO支部会報(新日) 直撃 支部総会 議韻の先生 参加数

38(96. 4. 6)議案審 第11回水戸赤十字病院神経内科部長鈴木尉宏先生 59名

3 9 (96. 5.26) 16 (8.4.21) 

4 0 (96. 11. 2) 22 

41(97. 4. 6)議案書 12 第12回県立医療大学病院神経内科教授・永田博司先生 51名

4 2 (97. 6.23) 16 (9.4.13) 

4 3 (97.11. 30) 20 

44(98. 4. 6)議案書 6 第13厨筑波大学臨床医学系神経内科教授・庄司進一噴生 51名

45(98. 5. 2) 20 00.4.12) 

4 6 (98. 12.18) 20 

47(99. 4. 6)議案審 6 第14回筑波大学大学院医科学研究科社会医学系教授・紙 68名

48(99. 5. 6) 16 01. 4.11)屋克子先生

4 9 (99. 11. 21) 32 

50(00. 4. 6)議案審 第15回顧天堂大学医学部脳神経内科助教授@森秀生先生 64名

51(00. 5. 6) 20 (12.4.16) 

5 2 (00. 12. 8) 20 

5 3 (01. 4.15)議案審 8 第16回国立水戸病院神経内科・吉沢和朗先生 57名

54(01. 5.17) 20 (13.4.15) 

5 5 (01. 11. 4) 20 

5 6 (02. 4. 14)議案審 8 第17回 自治医科大学神経内科助教授・藤本鍵ー先生 63名

5 7 (02. 4.28) 20 04.4.14) 

5 8 (02.11. 10) 20 

5 9 (03. 4.20)議案審 8 第四回 自治医科大学病院神経内科教授中野今治先生 81名

6 0 (03. 5.12) 16 (15.4.20) 

6 1 (03. 11. 12) 24 

6 2 (04. 4. 18)議案審 8 第四回県立医療大学病院神経内科教授永田博司先生 92名

6 3 (04. 5. 12) 16 (16;4.18) 

6 4 (04. 8.19) 16 

6 5 (05. 1. 20) 12 

6 6 (05. 4. 10)議案審 12 第20回国立精神・神経センター武蔵窮院神経内科医長 97名

67(05. 5. 7) 20 田村美穂先生 (17.4.10)

6 8 (05 11. 16) 20 

6 9 (06. 4. 16) 12 支部結成20周年記念第21回国立精神@神経センター武蔵
病院総長金簿一郎先生(18.4.16)

ハ
u
q/ω 



雄投員会 eその他の行動 NO. 1 

動屋国役員会 i轟顧旦金上連復員会
l平成8年度 (1996)
4月13日 5月11日
4月15日 6月 9日
9月21日 8月11日
11月lGLi I 10月13日
3月15日 12月 8日

1月15-16自
2月 9日

拝読91手度 (1997)
14月19日 4月 6日
5月21日 5月10日
8月 9日 6月14日
0月26日 8月10日
2月11日 I10月12日
3月22日 I 12月 8日

3月 8日

HZ成10年度 099む

5月19日
7月218
11月17日
9月 7日
2月15-16自
3月16日

5月17日
7月13日
9月 9日
11月 7日
11月 7日
2月21-228
3月15日

4月26日 5月24日 I5月17日
7月26日 6月21日 I7月128
10月10日 8月 9日 I9月13日
11月29日 10月11日 111月 8日
1月23日I12月13日 I2R13-14D 
3月21日 2月14日 I3月288
難病見舞金制度の請願書提出

7月16日 目立市
7月17日石関市
7月21日つくば市
7月28日 ひたちなか市
8月10日土浦市・笠間市
8月20日 総利町・古河市・三和町
8月24日 緒川村・美和村

そ の 他 の 行

4月28日難病連総会
5月12日 E本7マチユ7重謎盟より収益金を贈呈される
6~2-3 日 JPC第11回総会
6月14日 土諾保鑓所難病相談会に協力
開15-168長野県支部若年性部会に出席
7月14日 県掃車区交流会
9月 8日中央地区 H

9月 9日県北地区 H

10月 5日 JPC国会議願全国一斉街頭署名活動
10月178 ひたそうなカ鴨健所同げン病教室
10月24日
10月27日 ぬくもりの秋西村詫滋講演会
11月11日 民主党へ公的介護保険についての請顕
12月24日 歳末助け合い震の募金贈呈式
3月 1日 東京西久保で全菌若年性部会
平成8年度県委託難病霞話相談44日間

4月21日 JPC国会請願
7月28日 鉾田保健所難病医療相談に協力
9月11日 ひたちな付機所で講韻
9月26日 県保鍵予防諜移霊安藤談会
10月17日 笠間保健所難病医痩相談会に協力
11月 4日 ひたちなか4封建所パーキンソン病教室
11月18日 那珂港保健センタ 1/

1月初日 医接制度改正に伴う請顕書の取組
平成9年度県委託難病電話相談 44日間

4月21自 治疲費自己負担導入反対請額厚労省へ
5月31日 JPC第13回総会
6月 i自国会請願
7月 98 保健予防諜べ挨拶・懇談会の要請

一一

7月10日 丹羽衆議院議員事務所へ見舞金制度の挨拶!
?月19日 久保菌努元役員葬儀告別式に参列
7月24日 鉾田保纏所難病医療相談会に協力
9月 68 県北・中央地区合同交流会
3月25日 笠間保鍵所P病在宅療養の情報交換会
10月22日 故木村富美梯葬儀参要性
11月17日 ひたちなか保健所パーキンソン病教室
11月沼田 県南地区交流会
12月11日 土浦保健所難病医療相談会に協力
2月19日 潮来保健所パーキンソン病教室

i 平成10年度県委託整理重量担欝一道8F~ l 
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全国役員会|難連役員会|支部役員会|

平成11年度 (1999)

各種役員会母そ自他の行動 NO. 2 

動そ 他 fT の の

7月22日 6丹5自 5月23日 4~17-18日 JPC幹事会

10月11日 7月10日 7月11日 4月19日 JPC国会議顕

1月16日 8月6日 9月12日 5月27日 友部町難窮見舞金制度請願書提出

1月30日 10月24日 11月21日 5月30日 JPC第14回総会

3月26日 2月11日 2月12日 S月31日， J P C国会請願

4月1日 3月19日 6月10日会長就任挨拶

7月28日 常陸太田市難病見舞金制度請願書提出

かがih難病患者日本一周激励マラソン新委飴 8月3日 笠間市ボランティア運営委員会

5月98 7月12日 8月17日 8月5日 佃国夫元役員告別式参列

6月10日 7月21日 8月26臼 9月18日 県北・中央地区合同交流会

6月15日 7月23日 8月29日 10月23-24 JPC幹事会

6月四日 8月38 8月30日 11月26-27 マラソン東京到着出迎・全国患者家族集会

6月23日 8月5日 8月31日 11月30日 ひたちな料確所パーキンソン病教室

6月24日 8月9日 9月1日 12月6日 益田氏のカラオケ発表会の後援依頼

2月3日 土浦保健所ミニ講潰会

2月20年北原純歌謡教室チャリティ発表会収益金贈呈

3月8日 大宮保健所神経難病医境懇談会

3月12日 日本アマチュア歌謡連盟カラオケ大会収益金臨呈

平成11年度県委託難病電話相談46日間

平成12年度 (2000)
5月6日 14丹1日
6月21日 15月14日
9月30日 18月20日

11月6日 111月25日

12月1日 12月18日

2月9日

3丹8日

5月21日
7月16日

9月10日
11月25日

2月10日
3月18日

(難病見舞い金制度の請願書提出)

7月10日旭村

7月13日十王町
7月14日大宮町

7月29日霞が浦町

4月2白 山梨県支部第3回総会出席

4月30日難連第18回総会
5月7日 躍原病茨城県支部総会出席

6月28日 東海村文教厚生委員会出席

7月4日 美浦村議員に請轍書の件で面談
7月16日広報部会

7月25日 国立水戸漏競要望書提出

10月29日 JPC街頭署名活動

11月18日 JPC研修会(熱海)
11月19日 JPC国会諦額

12月14日 県保健予防課と打合せ
1月25日県との懇談会

2月22日 医療講演会報道依頼

3月11日 日本イーライリリ一社の協力で医癌講演会
3月14日 潮来保健所難病者地域支援講演会
3月22日 総会・講演会報道依頼
平成12年度県委託難病電話相談55日間
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全閣役員詞難適役買萄1弱蚕蚕尋
平成13年度 (2001)

時12日-13日I4丹 1日
7月4日-5日I5月13日
11月24日 I9月15日
1月16日 I12月16日
2月278 I 2月24日
3月 6日 I3月31日
難病見舞金藷願

5月25日五罷町
6月 7日山方町

8月 8日明野町

8月10日神穂町

8月25日陣見町
8月28日 来j根町・河内村・新手ij根町

桜川村一一村11月13日 水府村・瓜連町・金砂郷田1
11月21日 猿島町・八郷町・境町
11丹羽田谷和麗村

12月 4日大和村
平成14年度 (2002)

4月 1日 I6月 9日
4月128 I 8月11日
5月24日 I9月 88
6月 6日 I12月15日
7月 3，1ヨ I2月 9日
8月12日
9月 4日

11月 6日
1月15日

5月13日

6月24日
9J3 9日

11月25日
1月20日

3月24日

5月26日

7月21日
9月 8日
11Jj23日
1月19日
3月23日

難病見舞金請願

5月13日水戸市
5月23日八郷町
7月14日波崎町
7月16日北茨城・高萩
7月22日伊奈町
1月30日鉾田町

~1月 13日協和町
し一ーーー一ーー一一ー一一一

雑役員会sその他の徹 NO. 3 

その他の行動

4月21日 故楢林博却問題天堂大学名誉教授樹l喜

朗 1日 ふれあい音頭キャンベーン・東京

7月12日 関係機関へ就任挨拶回り

7月17日 若年性教育ピデオ製作実行委員会

8月11日 患者宅訪問(笠間方面)
10月24日 JPC請願署名の依頼(石岡市福祉課)

11月16日 難病対策の問題点について厚労省交渉
1月 6日 磯山明県肝醸病連合会長告別式
2月 7日 JPC全国患者・家族集会実行委員会

2月14日 H 支持表明訴え(水戸市内)

3Jj26日 総会医療講演会報道依頼

平成13年度 県委託難窮電話相談事業52日間
保健所等講横 |駆5麟諮問搬融

6月15日 田無地区交流会 7月31日
7月13日 リーダ協会研修制 8月23日

10月四日 竜ヶ崎保提所 9月13日
12月四日 H 

3月 7日水海道保健所

3月11日守谷保健センター

4月11日国会請願
5月21日就任挨拶
7月18日 難病見舞金取手市議と懇談

7Jj24日難病対策要望書提出厚生労働省
9月 6臼交疏会現地下見常陸太田市ときわ路

10月 4日 特定疾患担当者会議県保健予防課
10月13日 JPC全母寸寄街頭署名 県民祭会場

11月17日 JPC全菌患者・家族集会 東京浦島
11月21日 自民党難病対策議員連盟総会党本部
12月13臼 ボランティア講演下館保健所
1月27日 難病患者在宅検討委員会土浦保鑓所
2月28日難病，患者各種相談会水戸保健所
3月11日 国会議願紹介議員依頼水戸市内
3月29日翼撞会計監査
平成14年度県委託難病電話娼談事業59日間
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各種役員会sその他の行動 NO. 4 

陸陣成国役8員会 難連役員会支部役員会 そ の 他 の 行 動

年度 (1996)
4月13日 5月11日 5月19日 4月28日難病連総会
4月15日 8月 9日 7月21日 5月12日 日本アマチュア蕗趨より収益金を贈呈される

9月21日 8月11日 11月17日 6月2-3日 JPC第11回総会
11月16日 10月13日 9月 7日 6月14日 土浦保健所難病相談会に協力
3月15日 12月 8日 2~15-16日 6~15-16日長野県支部若年性部会に出席

H15-168 3月16日 7月14日 県南地誌交流会
2月 9日 9月 8日中央地区 H

9月 98 県北地区 H 

10月 5日 JPC国会請顕宣告一斉街頭署名活動
10月17日 ひたちなか保鍵所パーキンソン病教室
10月24日 ノ/

10月27臼 ぬくもりの秋西村乾滋講演会
11月11自 民主党へ公的介護保険についての請顕
12月24日 露末助け合い愛の募金贈呈式
3月 1日 東京西久保で全国若年性部会
平成8年度県委託難病電話相談44日間

平成9年度(1997) 
4月19日 4月 6日 5月17日 4月218 JPC国会静観
6月21日 5月四日 7月13日 7月28日 鉾田保健所難病医接相談に協力

8月 9日 6月14日 9月 9日 9月11日 ひたちなか保櫨所で講演
10月26日 8月10自 11月 7日 9月26日 県保健予防諜移動懇談会
2月11日 10月12日 11月 7日 10月17日 笠間保健所難病医療相談会に協力
3月22日 12月 8日 2月21-228 11月 4日 ひたちなか4呆健所パーキンソン病教室

3月 8日 3月15日 11月18日 那珂港保躍センター ノノ

1月20日年毘医謹車委制度託難改病正電に話伴相う請願書の取組
平成9 談 44日間

厚成10年度(1998) 
4月26日 5月24日 5月17日 4月21日 治撞費自己負担導入反対請願厚労省へ
7月26日 6月21日 7月12日 5月31日 JPC第13回総会
10月10日 8f.J 9日 9月13日 6月 1日国会請顕
11丹29日 10月11日 11月 8日 7月 9日 保鍵予防諜へ挨拶・懇談回の要請
1月23日 12月13日 2月13-14日 7月10日 丹羽衆議議員事務所へ見舞金制度の挨拶
3月21日 2月14日 3月28日 7月19日 久保菌努元役員葬儀告別式に参列
難病見舞金制度の語顕書提出 7月24日 鉾田保健所難病医接相談会に協力
7月16日 日立市 9月 6日 県北・中央地区合同交流会
7月17日石岡市 9月25日 笠間保健P病在宅嬢養の情報交換会
7月21日つくば市 10月22日故木村富美麟鶴朔j
7月28日'ひたちなか市 11月17日 ひたちなか保健所パーキンソン病教室
8月10日土浦市・笠間市 11月29臼 県甫地区交流会
8月20日 総和町@古河市・三和町 12月11白 土浦保健所難病医接相談会に協力
8月24日緒川村・美和村 2月19日 潮来保慢所パーキンソン病教室

平成10年度県委託難病電話相談話日開
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各議役員会自そ自他の行動

全国役員会難連役員会支部役員会

平成17年度 (2005)
4月12日 5月22日 5月158
6月 6日 6月 8日 7月12日
7M9-20 8月 68 9月11日
8n17-18 9月21日
11月21-22 10月 8日
2n18-19 12月2-3日

12月14日
1月四日

2月 5日

3月25日

11月20日
1月15日
3月19日

記念誌繍集会議

17.11.29 (火)
18. 2.14 (火)

そ

5月 9日

5月258
5月29日
5月3013

6月 6日

6月23日

8月29日

の 他

NO. 5 

行動の

全国事務局会議

!阜難諸相談・支援センタ一関所式

J P C .全難連合併総会

国会請願

全国事務局会議

国立武藤病院将来像説明会

フォーラム報道依頼

9月18日 第2回パーキンソン病フォーラム
関

。月15-16支部患者・家族交流会
0月21-25アジア太平浄fーキンソン病菌際会議
1J:J 12日 県民まつり(全世イ斉智頭署名活動)
2J:J 6日製薬協総会
2月初日 県との懇談会

2月23日 県看護協会フェスタ

2月27臼 難病相談・支援センターとの懇談会
3月 5自 県南地区交流会
3J:J11-12繋読者フェスタ2006
3月18日 県北・中央地区合開交流会
3月27日報道依頼
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支部自本部母澱連役員名簿 NO.1 

年 度 支部役職 氏 名 兼 務

平成8年度 支部長 清水昇勝 (本部副会長) (茨難連幹事)
(1996) 副支部長 植本泰久 (本部会計)

事務局長 清水晴美
事務局員 綿引義男 (茨難連幹事)
11 中村幸四郎
ノ/ 西野源四郎
/〆 接井信一
/1 小佐畑 弘
// 植本純代
ムヱミ 計 大森 誠
I匿Eと1 査 久保薗 努
11 照沼和子

平成9年度 支部長 清水昇勝 (本部副会長) (茨難連幹事)
(1997) 副支部長 植本泰久 (本部会計)

事務局長 清水晴美
事務局員 中村幸四郎
〆〆 西野源問郎
11 照沼和子
H 桜井信一
11 綿引義男 (茨難連幹事)
/1 植 本純代
メ33hZh 計 大森 誠
I陸Eと1 査 久保菌 努
ノY 小金畑 弘

平成10年度 支部長 清水昇勝 (本部副会長) (茨難連副会長)
(1998) 副支部長 植本泰久 (本部会計)

事務局長 清水晴美 (本部幹事)
事務局員 綿引義男 (茨難連幹事)
/〆 西野源四郎
11 寺内正次
11 植本純代
11 寺門京子

3i3L ζ 計 大森 誠
I廃H合L 査 久保薗 努
/〆 小佐畑 弘
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支部e本部暗灘連鎖 MO. 2 

年 度 支部役職 氏 名 兼 務

平成11年度 支部長 清水昇勝 (本部副会長) (茨難連副会長)
(1999) 副支部長 植本泰久 (本部会計)

事務局長 清水精美 (本部幹事)
事務局員 綿ヨi義男 (茨難連幹事)
ノY 寺内京子
11 植本純代
ノY 益田 功
lコミL 計 大森 誠
I陵H台L 査 寺門正次
ノY 小佐畑 弘

平成12年度 支部長 清水昇勝 (本部副会長) (茨難連副会長)
(2000) 副支部長 植本泰久 (本部事務局次長会計兼務)

事務局長 清水晴美
事務局員 綿引義男
// 寺門京子
ノY 植本純代

3i3L 主 計 大森 誠
混.lII合L 査 寺内正次 (茨難連幹事)

/ノ IJ、佐畑 弘

平成13年度 支部長 清水昇勝 (本部副会長) (茨難連副会長)
(200 1) 副支部長 植本泰久 (本部事務局次長会計兼務)

事務局長 清水橋美
事務局員 綿引義男
// 寺門京子
ノf 植本純代
メ33L主 計 寺内正次 (茨難連幹事)
I髭Eと1. 査 小佐燭 弘
// 大森 誠

平成14年度 支部長 清水昇勝 (本部会長) (茨難連事務局長)
(2002) 副支部長 植本泰久 (本部事務局次長会計兼務)

事務局長 清水晴美
事務局員 綿ヲi義男
ノ〆 寺門京子
ノF 植本純代
メ-;r:5与=、 計 寺門正次 (茨難連幹事)
涯I盟と1 査 小佐畑 弘
1/ 大森 誠

門

iつ山



支部骨本部骨難連役員 MO. 3 

年 度 支部役職 氏 名 兼 務

平成15年度 支部長 清水昇勝 (本部会長) (茨難連副会長)
(2003) 副支部長 植本泰久 (本部事務局次長会計兼務)

事務局長 清水晴美

事務局員 綿引義男
庁 寺門京子
/1 植 本純代
/1 山村 覧

川口弘容
メZE3hZ 計 寺内正次 (茨難連会計)

/1 小佐畑 弘
松本衛治

平成16年度 支部長事 清水昇勝 (本部会長) (茨難連副会長)
(2004) 副支部長 植本泰久 (本部事務局次長会計兼務)

事務局長 清水晴美

事務局員 寺門京子
綿ヲ!義男
植本純代

山村 寛
/1 川 口弘容

メ33hhZ 計 寺門正次 (茨難連幹事)
I寝E台1 査 松本衛治
西村雅夫

平成17年度 支部長 清水昇勝 (本部会長) (茨難連幹事)
(2005) 副支部長 植本泰久 (本部事務局次長会計兼務)

事務局長 清水晴美
事務局員 綿引義男
植本純代
山村 寛
)11 口弘容

3I3L 主 計 寺門正次 (茨難連幹事)
監 査 松本衛治
西村雅夫

-28 -



パ

i
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
家
族
を
励
ま
す
歌

〔
ふ
れ
あ
い
音
頭
〕

作
詞
・
作
曲

北

原

純

一
一
寸
難
病
背
負
っ
た
苦
し
み
は

本

人

だ

け

し

か

分

か

ら

な

い

沈

む

心

を

支

え

て

く

れ

る

頼

れ

る

仲

間

友

の

会

パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ

ふ

れ

あ

い

音

頭

は

励

ま

し

音

頭

集

う

仲

間

の

応

援

歌

一
、
同
じ
病
気
で
知
り
合
っ
て

手

を

取

り

合

っ

た

仲

間

じ

ゃ

な

い

か

く
よ
く
よ
し
た
っ
て
し
か
た
が
な
い
さ

明

る

く

暮

ら

そ

う

胸

張

っ

て

パ

i
キ
ン
ソ
ン
病
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ

ふ

れ

あ

い

音

頭

は

励

ま

し

音

頭

集

う

仲

間

の

応

援

歌

四

、

今

は

見

通

し

厳

し

い

が

や

が

て

陽

の

さ

す

時

も

来

る

心

合

わ

せ

て

励

ま

し

合

っ

て

共

に

笑

え

る

日

を

待

と

う

パ
!
キ
ン
ソ
ン
病
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ

ふ

れ

あ

い

音

頭

は

励

ま

し

音

頭

集

う

仲

間

の

応

援

歌

円べ
U

円
台

υ

ニ

、

い

つ

も

介

護

を

あ

り

が

と

う

苦
労
か
け
ま
す
す
ま
な
い
ね

麻
揮
す
る
身
体
も
落
ち
込
む
胸
も

あ
な
た
の
笑
顔
に
救
わ
れ
る

パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ

ふ

れ

あ

い

音

頭

は

励

ま

し

音

頭

集

う

仲

間

の

応

援

歌



純
明
純
子

讃

え

原

原

さ

宅
北
一
ニ
北
響

曲
曲
作

歌
グ

語作
編

ノTーキンソン病の患者と家族を励ます歌

[ふれあい音頭]

画
4.-.-寸

ナ亭:た;ナ.帯，.- d・

しり一一あーって

k T可門司 ι

l::;-:--1、 t:--l+十十←・+
p".  q i"チ4τー+

i' 

ハ 一→

J す，.， 0 

需を
円~ナ M官
かるく くらそう

FT寸守一

・-ヅ

まけではならぬ

事「ず雪

おなーじ びょおーきーでー

一 r土才一Tコ・
→トダ ; ι 一*-1アー:一一←一~ I I LJi 

す玄主主九J長十 F‘"ソ・
てをと り一一あーェた

---r r七11 '1 "-.. 

じ，で 1--1--1ぺ I I I \ιムム~ト一寸+=台
本、す主主司宇土、ナ十酔 す

くよく上したってしかたがないさ あ

「口 r守寸ーョ γて::rTコ
L ，.，，: I 0 ・ J ~ 伊 土よー酔-+-'--<九

*パーキンソンびょに
関口

量百

~ 

一一一一一→斗

ど一
斗
ゴ
ザ

ん

"rー+ー十一寸ロ
J一一←A←す

どは はげましおー

昌

て

冒一し

4コ

套

一島問
」→d
なかまの

討
ふれあい

-Jιート4チ-'-，jLム寸ーーオ

Ii ¥-ニヰ

つどーう

量百

t;、

一
、
同
じ
病
気
で
知
り
会
っ
て

手
を
取
り
合
っ
た
仲
間
じ
ゃ
な
い
か

く
よ
く
よ
し
た
っ
て
し
か
た
が
な
い
さ

明
る
く
暮
ら
そ
う
腕
張
っ
て

『

l

パ
1
キ
ン
ソ
ン
病
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ

会
一
ふ
れ
あ
い
音
頭
は
励
ま
し
音
頭

「
集
う
仲
間
の
応
援
歌

女
(
印
以
下
繰
り
返
し
)

んえ

二
、
い
つ
も
介
護
を
あ
り
が
と
う

苦
労
か
け
ま
す
す
ま
な
い
ね

麻
揮
す
る
身
体
も
落
ち
込
む
胸
も

あ
な
た
の
笑
顔
に
教
わ
れ
る

み
H

-34 

三
、
難
病
背
負
っ
た
苦
し
み
は

本
人
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い

詑

む

心

を

支

え

て

く

れ

る

頼
れ
る
仲
間
友
の
会

大

四
、
今
は
見
通
し
厳
し
い
が

や
が
て
髄
の
さ
す
時
も
来
る

心
合
わ
せ
て
励
ま
し
合
っ
て

共
に
笑
え
る
日
を
待
と
う

4
H
 



え郵会識から



(支齢鱒40号96.11.2新より轍)

ノてーキンソン病と診断されて

在、は、平成7年3月水戸市内の神経内科

医院でパーキンソン病と診断されました。

症状が出てから発見まで、 4年の歳月をつ

いやしてしまいました。なぜ、このように

時間がかかったのか残念でなりません。と

申しますのは、初めのうちは、右手の震え

と右手の替、張り程度であったが、発見され

た時には在手や両足先へも、症状が出て、

更に体の動きも大分鈍くなっておりました。

時年の病気発見から、今日まで1年が経

過しましたが、薬により、何とか現状が維

持出来ていると思います。現在、神経内科

への通院のほか整形外科でリハピリを行っ

ております。

病気発見までの経過は今から5年程前に

なりますが52歳の時、ある日突然右手がお

後方にまわらなくなってしまいました。

私の周屈では50肩などで髄んでいる人を

多く見かけておりましたので、私もそのよ

うなものであろうと思っておりました。

それから、 3軒目の病院で以前のMRI

写真をみてもらったところ、頚推症ではそ

のようにならないので、他の病気がもう一

つあると思うので、脳を中心とした検査と

神経内科の診察を受ける必要があると言わ

同

h
u

円べ
U

水戸市 大津茂雄

と診断されました。最初から神経内科の診

察を受けていれば、もう少し早く発見出来

たのでしょうか。

ノfーキンソン病という病名は以前聞いた

ことはありましたが、病気の内容を入院し

て初めて知りました。この病気は発見され

て、今年で180年になるがいまだ発症原閣

が解明されず、対症療法であるということ

で知られているが、確立していません。原

国を一日も早く発見して根本的な治療によ

り健康体に戻る事を願っております。

昨年開催の全国大会や県支部総会などに

出席して、私の症状は皆さんと比べると軽

度であるということがわかりました。これ

以上、病気が進行しないよう抑えるには、

出来るかぎり体を動かすことに心がけなが

ら、新しい薬の開発を期待致します。



(文書雑草55号01.11. 4発行よち鵠)

患者@家族交流会に初めて参加して

10月13.14日は、患者@家族交流会に初

めて参加させて頂きありがとうございまし

fこ。

私も、神経内科に通院する様になりもう

5. 6年になります。ここ 2. 3年、体の

不自由さが気になる様になりました。福祉

会館で行われた講演会に出席した時、同じ

病気で楢む仲間たちに会って、話を聞いた

り話したり、そんな訳で、パーキンソン病

友の会に入会しました。 13年度患者・家族

交流会に参加したのです。娘に送られた私

達夫婦は11時10分、福寿荘に着きました。

受付に行くと綿引さんと清水さんが笑顔

で迎えてくれました。それにしても皆が明

るい。初めて会う清水さんの肝ッ玉母さん

そのもの。皆さんの錨みを全部引き受ける

タイプの方でした。

昼食をとって、午後1時頃、清水支部長

と綿引さんの進行による交流会が始まりま

した。色々な体験談、介護する者の苦しみ

、患者の苦しみ、自分も何年か先、皆に世

話になる時が来るかと思うと恐ろしさえ感

じる。

大森さんの話を聞いた時、夫婦愛そして

お互いに相手を思いやる夫婦の原点に戻っ

たそんな気がした。

美野里町 石田 樟

自分の体が不自由になった今、健康であっ

た頃を思い出す。今まで歩ける事が当たり

前、そんな生活をしてきて、改めて自分の

歩いて来た道を振り返って見る。自分が健

康の時は病気の事など考えもしなかった。

司会進行の先生の冗談混じりの明るさに

私たち病気で悩む者に笑顔を教えてくれた。

そんな交流会が終わり、疲の懇親会。食

事をとりながら盛り上がりカラオケは益田

さんと響さんによる歌謡ショー。益田さん

作詞作曲による「ふれあい音頭」を合唱、

この歌の詞を歌っていると、今日は参加し

て良かった。そして、歌詞に感激。病気に

勝とう、気持ちだけでも明るくしようと言う

気になった。寺門さんの部屋で介護者の生

活、明るく生きる様子、ボランティアなど

でのストレスをためない工夫など話を聞く

事が出来、二人で感激しました。

午後9時より支部長さんの部屋で座談会。

ためになる話がありました。

これから先、私たちニ入、皆さんの話を

参考にしながら頑張りたいと思います。

皆さんには大変お世話になりました。ま

た、参加させて頂きたいと思います。

p
h
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つ
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(支部会報第58号02.11.10発行より転載)

難病を友として

今から、 34年前のこと、主人が30歳の

時でした。足がだるいといって、入院・検

査をしたが、 「悪いところ無しJというこ

とでした。けれども症状に変わりなく、数

ヶ所の大学病院を渡り歩いて検査を続け、

パーキンソン病と診断されたのが 3~4 年

経ってからでした。

私自身は 9歳のとき骨髄炎に擢り、 2年

間入退院を繰り返しましたが、結局、左足

が4センチ短くなり身体障害者です。

人と結婚したときは、健常者と結婚で

きてよかったと思っていたのですが、上の

子が5歳のとき主人まで難病に慌り、夫婦

で瞭害者になった事が重くのしかかり、立

ち上がる気力を失う程、落ち込んでしまい

ました。

当H寺、主人の勤め先は、東京都内の日本

郵便逓送株式会社で、往復4時間かけて通

勤ラッシュの中を通勤しておりました。

もし、病気が進んで、歩けなくなったら

会社にもいけなくなる、そうしたら一家心

中かと患い、又、これからどうなるんだろ

う、と不安と焦りの入り交じった暗いトン

ネルを長いこと通って来た気がします。

人には、危険な、すくみ足がありまし

た。これを出来るだけ緩和して、少しでも

岡市 清水晴美

長く会社に行けるようにと、元)11員天堂大学

医院の楢林教授に脳定住手術を受け、その

10年後、反対側の淡蒼球の手術をして頂き、

お陰さまで定年2年前まで何とか会社に行

く事が出来ました。

会社の暖かい取り計らいにより、定年退

職を迎える事が出来たのです。思い起こせ

ば、色々なことがありました。主人は、定

年を迎える、 5年程前から杖を使うように

なりましたが、それでも転んで、顔に生傷

が絶えず、ポケットにカットパンを必携の

通勤でした。

自宅から 2キロメートル程の最寄りの駅

まで、バイク通勤しておりましたが、乗れ

なくなってからは、私が朝晩、車で送り迎

えしておりました。何事も無く帰ってきた

ときはホットしたものです。

ある日、朝6特に主人を駅まで、送って自

宅に廃ると、駅から電話で「ご主人が怪我

をしたので直ぐに迎えに来て下さいjとの

知らせ。急いで、駅に行きましたところ、

人は上りホームに渡る階段で転び、顔に裂

傷を負ったということで、コートは鹿だら

けになっていました。駅で応急手当を受け

て一丘、自宅に連れ帰り、外科医院が開く

のを待ち、手当が終わったのが11時過ぎ

ウ
i
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でしたが、主人はそれから会社に行った真

面白人間です。

電車を乗換える日暮里駅では、乗車する

ためホームに待つ所が一定しているため、

毎朝必ず名も知らない男性の方が、主人を

手摺のある場所までガードし誘導して電車

に乗せて下さったそうです。そんな、心暖

まる親切な方が今の日本にもいらっしゃる

のです。その方に一言お礼を申し上げたか

ったのですが、その機会を失って今日を迎

えています。

社員食堂で、すくみ足のため、両手に持

ったお盆をドーンとひっくり返してしまい

それで食事が出来なくなり、 i二司の方が主

人とご自分の弁当を買って来て下さったう

え、 一緒に食べて下さったとか。会社の皆

様や世間の方々に助けて頂き支えられて、

35年間会社に行くことが出来たのです。

最後の大怪我は、上野釈で帰りの電車の

乗り込みに転び、 ドアレールに顔面を打ち

付け頬骨の下を13針も縫う裂傷でした。

この怪我があってから、一人で電車に乗

れなくなり会社にも行けなくなりました。

2年間は病気休暇扱いして頂き、やっと

定年退職に漕ぎ着けたような次第です。

色々と大変な思いもしたが、今は毎日が

日曜日です。

5歳だった娘も結婚して、中 3と小6の

子持ち、父親の姿を見て育ったので、今は

国立病院の看護師長をしております。

パーキンソン病になってから生まれた息

子も結婚して3歳の子をもうけ、私達夫婦

38 

は3人の孫に屈まれ、幸せな生活を送って

おります。

晴香大変なとき友人から「今、大変でも

必ず自の前が明るく広い所に出られるとき

が来るんだから頑張りなさい。この世で起

こったことは、この世で解決する o Jと

われたことが本当だ、ったと身をもって感じ

ております。

若年で発病し、体が動かない苛立ち、悔

しさ、悲しみ等で'1品み苦しんで居られる方

も、考え方を代えて前向きに希望を持ち一

日も早く乗り越えて下さい。

パーキンソン病になった人は誰でも経験

することです。そこを乗り越え、地獄の苦

しみの病気を友として生きて下さい。

現在は、主人がパーキンソン病になった

ことで、全国大会等で各地の行事に出るこ

とが多く、めったに行けない所に行かせて

頂き、また、大勢の方との出会いもあって、

日々新たな喜びにひたっております。

今年は、全国会長という重責を頑かるこ

ととなり、身の引き締まる思いです。

主人が、この重責を果たせるよう、微力

ながら内助に務めさせて頂くつもりでおり

ます。又、今年から県難病連の事務局長も

兼ね、私も県委託の難病電話相談員もやっ

て賠り、身体障害者団体に係わりももち、

毎日の野暮用で落ち着いて家にいる事もあ

りません。これも、今まで皆様にかけて頂

いたご思に報いたいとの気持ちのあらわれ

と理解して頭ければ幸いです。このような

者ですがどうぞ宜しくお願い申し上げます。



任事会騨64号04.8.19発行より繍)

全国大会!こ参加して

第28回パーキンソン病友の会の全国総会

と全国大会が、開催されました。

今年度は当初大分県支部で開催予定でし

たが、支部長が急死したために急逮、福岡

県支部の尽力により福岡で開催されました。

6丹19自午前中は全国役員会、午後全国

総会と懇親会が開催され、 20日午前中は)11

浪病院見学と3つの分科会、午後は全国大

会でした。

私は、 19日の懇親会と川浪病院見学、全

国大余に出席しました。

今年の大会は、参加者が多く盛会でし

た。懇親会は当初、一会場のみで予定して

いたのに二会場に変要されました。(お互

いの会場の様子がわかるように大型テレビ

が設置されていました。)

懇親会は、丸テーブルで盛席はあらかじ

め用意されたところに盛る形式でした。

食事は中華料理風のもので、飲み物は伺

でも自由に注文出来る形式でした。

会の運営は、福間県支部の徳永支部長の

娘さんにより行われた。会長挨拶、全盟各

支部の出席者を起立させて紹介、全国大会

に招待した先生や講演者等の紹介。

最後に会長と福岡県支部有志により、ご

当地の山笠音頭が歌われ、山笠のシメの手

拍子を若干の練習の後に全員で手ジメで終
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了しました。

長崎県支部より40名の出席で多数の方が

参加したのと、ドイツより出時者(日系邦

人)がいた事は特記すべき事です。尚、福

岡県支部の徳永支部長は恕の焼酎を持って

きて、飲みたい人は飲むようにと言われま

したが、実際には少量ずつウイスキーグラ

スに入れて、全員いきわたらないので、ど

うしても欲しい人のみグラスをお取り下さ

いと言うことになり、私は、さーと手を上

げてグラスを貰い飲みました。何ともいえ

ぬ芳醇な昧で感激しました。

20日の自程は次の様なものでした。

午前中 リハビリ病院見学

若年性部会

介護者部会

リハビリ講習会

午後第1部

全国大会

オープニング

歓迎挨拶

博多つや太鼓

徳永福岡県支部長

会長挨拶 清水全国会長

ファイザー製薬女子空手部による空手を

取り入れたパーキンソン病患者のためのリ

ハビリ実技

第2部

福岡大学医学部第5内科 山回教授



「友の会と共に歩んで、将来にむけてj

第3部

リハビリ実技

川波リハビリテーション病院のリハビリ部

内田理学療法士

第4部、若年性パーキンソン病患者の置

かれた現状と問題点

第4部では、支部に顧問医がいるという

事。本日のような大会には、待機してもら

い、急病人が出た場合は、対処して頂ける

事や支部にとっても、気軽に皆が相談出来

る事でもあり、どの支部にとっても必要性

は十分ありますが、先生にボランテァ精神

があることも必要のようで、難しい問題で

す。 女子空手ですが、リーダーは組手で

優勝した経験者だそうです。実際に行う場

合には、中国の大極拳のように暖やかにや

ってもよいそうです。

第2部の福岡大医学第5内科の山田達夫

先生については、山梨県出身、東京医科歯

科大の卒業で、 n恒天堂大の神経内科に勤務

し、その後、千葉大に神経内科の助教授ま

でおられ、福岡大の教授に転身した優秀な

神経内科医とのことです。話もスライドを

使ってまとめていました。涯学的な毒事は殆

どなく、先生と友の会の皆さんとのかかわ

りを述べる事は、今まで努めて、かかわり

をしなければ決して述べる事は出来なく、

すごい先生だと，思いました。
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尚、先生は愛知県の丹羽支部長と福間県

の徳永支部長をほめていました。

病気を忘れて仕事をする人だと。(丹羽

愛知県支部長)については、著書があり「

もうパーキンソン病といわないで。 jその

中で、パーキンソ病にかかったが養生して

病気は治ったように思うと記載されていま

す。 第4部の若年性の講演は2例程の例

をあげて実情を話されましたが、ある44歳

で発病現在は未亡人の例。公務員であった

が50代になり退職の勧告を受け、病気が進

んでおり、身体障害者の申請したいと担当

医に椙談したら、 「あなたの場合はまだ早

い|と言われた。自分で、自分の身体障害

の度合いを調べると確かに該当していて、

脳んでいた。若年部の部長に相談したら、

たちまち解決(現在、障害共済年金と樟害

基礎年金を頂いています)。

公務員や厚生年金加入者は、障害年金(

共済年金・厚生年金部分)十障害基礎年金

(国民年金部分)の両方をうけられますが、

(障害1・2級の場合)自営業等で年金末

加入者は何の年金も受けられません。

尚、友の会若年性部会ではパソコン関連

事業を企画して、それを最近立ち上げてお

り、順調のようであります。友の会として

は初めての事業だけに、是非成功してもら

いたいと思います。

全国大会は福岡国際会議場で開催されま

したが、会場の外債IJは憩いの広場になって

いて、マッサージの体験コーナーや会員に



よる出品作品や薬品会社が多数きて、薬の

パンフレットそ用意していて、希望者に配

布するようになっていました。尚、この会

場では愛知県支部の会報を配布していまし

た。内容をみると、愛知県支部は日本一の

支部作りを目指す、とありました。

第3部のリハビリ問題は午前中にJII漉リ

ハビリ病院を見学して、そのよで実技を見

ましたので特に興味深く拝見しました。

実技は2例で精子を使用しての集団リハ

ピリで、もう 1例はなんと「ふれあい音頭J

でした。茨域県支部の北原純先生により作

詞作曲された「ふれあい音頭Jはかなり浸

透してきたと思いました。

リハビリ病院はやや大きな病院で、外科

整形外科を備えたところなら、必要性(手

術後や悶定後の治った後等)からリハビリ

部門はありますが、神経内科のメニューは

殆どありません。又、リハビリの専門病院

もごくわずかです。施設の内容の、総合リ

ハビリ室、集団リズム体操輩、福泉プール

とジャグソ一室、言語集団訓練室等を見学

しました。

特に、集団リズム体操室の壁には「ふれ

あい音頭jの歌詞が貼られていて、パーキ

ンソン病患者は錨日歌いながら体操をして

いるそうです。今後このようなリハビリ病

践が各地に増えて、だれにも気軽に利用で

きるようになる事を願ってやみません。

19日に全国総会が行われ、懇親会の前で

時間があったので、 1時間程、総会を傍聴

させて頂きました。そこで感じたことは、

みんな真剣に取り組んでいるという事でし

た。役員の交代があり、 i日役員の挨拶があっ

たのですが、若い後継者のために辞任しま

す、皆さんも、後継者のために役職を辞任

する勇気を持とうではありませんか、と挨

拶されました。はじめほんの少しだけ見て、

後はチェックしたホテルの部屋で少し落ち

着きたいと思っていたのに、これを開いた

とたんに最後まで傍聴する気になりました。

討議も活発で、若年性の事業立ち上げ問

題ではリーダーが執行部に対し執助に予算

の件で要望を出していました。文、質問や

要望も多くて、結局懇談会の準備をするギ

1)ギリの時間まで会議時間を延長したので

すが、それでも時間が足らず、懇親会経了

後協議するという事で総会を終了しました。

今回の大会出席は、私にとって得る事が

大変多くありました。皆さんも、是非、参

加してみては如何でしょうか。

来年度は東京で開催されますので、参加

をお勧めします。
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この度、山口さんの勧めもあって初めて

患者・家族交流会に参加しました。私より

症状の重い方、介護のご家族もいらっしゃ

いました。宿泊した海辺のホテルは白亜紀

層にちなんだと開きました。また、皇太子

さま・雅子さまもご来県の折にご侵食にお

立寄りになられ、そのお写真が飾つであり

ました。

私は大の皇室ファンですのでそれも嬉し

いことでした。楽しみの入浴は、台風の為

薄暮の大平洋は荒波でした。波消しブロッ

クに石半ける波など眺めてのんびりとしまし

た。夕食後の宴会は、カラオケで盛り上が

りました。支部長さんご夫妻とのお話も有

意義でした。私の病気は 2年前頃無意識に

少し足を引きずり、前かがみで手も振らず

に犬の散歩をしていたのが症状の始まりで

した。

色々の底療機関で診察しました所、本態

性振せんの病名でした。

そうこうしているうち友人から、家族の

パーキンソン病に似ているから、専門の日

赤病院の診察を勧められました。却、パー

キンソン病と診察されました。予期はして

おりましたが、頭の中は真っ白でした。若

い頃、医院で事務をしていました。直接患

者さんは見ていませんが難病と開いていた

笠間市市毛アイ子

程度でした。

日赤病院の主治医から説明を受けたり、

病院の待合室にある日本イーライリリ一社

のマックスや家庭医学書など読みあさりま

した。この病気について燕知でした。

この現実を受け止めて生きていくしかあ

りません。現在の診察は月一回です。内服

薬の治療から 2年程度過ぎ、現在では、病

状は進行していないと言われました。周囲

の人達も、症状はわからない程治っている

ようと見守ってくれています。今、緊張す

ると左手が震える程度ですc この病気を知

る所先が思いやられます。

毎晩プールでトレーニング、避一度のお

茶のお稽古、市主催の歩く会、友達とおし

ゃべり、主人と下手なゴルフなど何でもや

って、病状の進行を少しでも遅らすことが

出来ればと、楽しみながら日々を送ってお

ります。

この度患者・家族交流会では、有意義な

博報が沢山得られました。

帰りには近くの酒列磯前神社へも参りま

した。会では器用にちょ紙で、きれいな小

箱を作ってくれた蔀さん、いつもお世話に

なっています綿引先生、!日友の山口さん、

秋山さん、ご参加の皆様に感謝申し上げま

す。

つ中Aせ



会員のひろば



P病と共!こ歩んで

学生時代に卓球クラブ守こ入っていた私。

社会人となり、子育ても終わり、地域のマ

マさん卓球クラブに自然と入部していた。

ある日練習中に友達が、 f服部さん、腰つ

きが何か変じゃないの?Jと言われた。が、

自分では痛い所もないし、何の変調も感じ

ていなかったので、さほどに思わないでい

た。しかし、云われたことを気にはしてい

たのでしょう。当時、母を連れてメデイカ

ルに通説していたので、整形外科へ予約を

し受診しました。整形で、はベッドに寝かさ

れ、足を折り曲げたりして診てくれていま

したが、私が痛いと一度も言わなかったの

で、「これは脳外科だねんとその日のうち

に脳外科にまわされました。脳外科では、

「歩いてごらんj とか、 「手首をグノレグノレ

廼してみなさしリと言われた。すると、左

手と右手では全く違う結果に、左手は続か

ず止まってしまったo n~のCT も撮ったけ

れど、異常なし。 fパーキンソン病ですね」

と、いとも簡単に言い渡されてしまった。

これがP病との初めての出会いでした。

病気になっても今迄の通り最低の生活

はしたいと思っていたので、卓球も続けて

いた。その試合に出て、体育館の平らな床

の上でつまずいたり、コケてしまったり、

道路の側溝の議につまずいたりする毎に
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薬を増やしてもらっていた。

病気について無知だったと思う。 5年か

1 0年で歩けなくなり、車イスの生活にな

ってしまうのだろうと、とても不安な毎日

で、したから気持ちも暗かったと思う。 51才

で発症し今63歳。10年をクリアした今は、

とても変わったと思う。だが無知のため増

やした薬の量は一日にマドパー5錠、シン

メトレル2錠、 ドプス3錠、ペノレマックス

6錠とたくさん飲むようになってしまったG

これだけ飲んでいても調子の悪い日が続

いた。押しでもダメならのたとえの通り飲

まずにいょうか。いやそれは出来っこない

話。それで、はマドパーを半分にして回数を

増やそうと、 1日5凹飲んでいたのを1錠

を3昭、半錠を3回と 1回凹数を増やして

みた。その結果半錠を減らすことになった。

意外だったのは減らす前よりも調子が良

いことに自分で、もびっくり。今年の 10月

末からなので、これから寒さに向かいどう

なるか分からないけれど、こんな事もでき

るのかと、自分でも驚いている。これも友

の会に入会し、講演会や会報誌などで知識

が得られたからこそと有難く思っており

ます。これからもP病に関する知識が増す

ような会報誌等をよろしくお願いいたし

ます。



今、 CDを毎日聞いております。 9月18

日に関かれた、パーキンソンフォーラム in

し、ばらき2005の時に買い求めたものです。

曲の調子も良く、日に2回は聞いておりま

す。もしかしたらこのCDのお陰で薬が減

らせたのかしら?何はともあれ嬉しくな

ってしまいました。

これからも体調をみながら減らすこと

ができたらと思っています。毎日の身体の

変調には一一喜一憂せず、又QOLは下げず

に、調子の惑い私も私なのだと認め、病と

仲長く付き合って行こうと患っている今

日この頃です。

もう一麓スキーができ控ら

はじめまして、石川美代です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。私は平成4年に

山形県にスキーに行ってころび、股関節を

折ってしまいました。ニ泊三日で出かけた

のですが、初日にやってしまい、あの時は

迷惑をかけてしまい、本当にお世話になり

ました。次の日には父さん、娘、子供たち

と病院に来てくれました。このままでは帰

れないと一週間山形県の病院にいました。

私が「今日は晴れて明るいね。Jといった

らみんながわらい、窓を開けて外の降って

-44 

水戸市石川美代

いる雪を見せてくれました。「雪あかりと

云って明るいんだよ。おかずもみんなさん

さいなんだよ・.. J。私はさんさいが大

好きで、きれいに食べてしまい、とてもお

いしくいただきました。

けがはしてしまったけど皆さんいい人

ばかりで、お世話になり、今で、はなつかし

い思い出のーっとなりました。このままで

は水戸までは帰れないとギブスをして帰

ってきました。

手術は水戸の国立病続でやりました。そ



れから 3~4 年たった頃から、体を重く感

じいろんな所・病院へ行ってみましたが、

スキーでけがしたので、左足をかばってい

るからだと行く病院で云われました。 CT

それからMRIもやってみたので、すが、悪

いところはないと最後に行ったのが、神経

内科・吉沢和郎先生のところでした。先生

は私の歩くのを見て、すぐに「パーキンソ

ン病ですJといわれました。そんな病気の

人は誰もいなかったので、先生はいろいろ

とお話をしてくださいました。①~⑤まで

あり、①すり足、 ②動きが悪くパット出

来ない、 ③手足のふるえ、私は③のふる

えでした。手のふるえはメネシットを飲ん

でなくなりました。

パーキンソン病は発病するまでに、十年

はかかるそうです。スキーでころんだのも

少しはパーキンソン病があったんでしよ

うと云っていました。家の方も玄関、お勝

手、お風呂、 トイレ、お!苫とあらゆる所へ

テスリをつけてもらいました。

ここ 2~3 年で病気が進んでいるよう

に私は思います。不随意運動と激痛と、そ

のときは筋肉が萎縮していくんだなと、自

分でもこの頃は分かります。その時は泣い

てしまいます。これからもいろいろあると

思いますが、もうなおらない病気なのでケ

セラセラですよね。今、毎月 1由または2

田病院へ行っています。予約はしであるの

ですが、いつも2待問待たねばなりません。

先生も食事もとらずに皆さんを診てくだ

さっているのに、文句はいえません。でも、

先月は5持問、まわりには誰もいません。

外は暗くなってきました。今はもう一人の

先生が来てくれる事を望みます。

に
d
A
斗ゐ



J'¥ーキンソン病と私

本支部は1986年に発足し、 20年百

を迎え誠にお毘出とうございます。

それには支部長(会長)及び役員様、編集

委員会の方々の御苦労の賜物と大変感謝し

ております。私の発病はH8年の11月頃

でした。当時50歳の若さでした。

歩行中、右足を引きずることや、つまず

くことが多くなり、目立市内の病続4ケ所

で受診しましたが、病名が分からず、半年

後には会社の上司より、水戸赤十字病院を

紹介され、受診した結果はパーキンソン病

と診断されました。

その日の事は今でも頭の中が、真っ白に

なった事を詳細に覚えています。しかし、

水戸より目立まで車で帰宅したことなどは

覚えがありません。

働き盛りでしたので何とか治したいと

思い、真剣に考えました。

針治療、気功、湯治などしましたが、結

果は良くなりませんでした。

そうこうしている開に、パーキンソン病

が、少しずつ進行しているために、仕事上

では考えがまとまらず、仕事の効率が悪く

なるばかりでした。

だんだん職場にも居ずらくなるばかり

でした。発病5年後に、 35年間勤めた
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職場を早期退職しました。

数ヶ年後に水戸赤十字病院の神経内

科の待合室で自にした冊子との出会い

が、全国パーキンソン病友の会茨城県支

部入会のきっかけで、した。却、清水支部

長へ電話したら、活動内容、病状につい

ての質問等を、 丁寧に説明してください

ました。その清水支部長の人柄に感銘し、

又自分の存在価値を入会することによ

り、どこかに見出したいと考えました。

仕事が出来なくなった私は、このまま

何もしないでは、社会の中での存在意義

がなくなりはしないか、生きているだけ

で、周囲の人たちに迷惑をかけるだけで

あると思えるようになりました。

今出来ることは友の会へ入会して、同

じパーキンソン病の人達との係わりを

もち情報を交換したり、お互いに励まし

あう事で今の危機感を打破出来ると考

え、入会しました。

入会して数ヶ月後に家族交流会に参

加することが出来ましたので、若干の感

想、を述べさせていただきます。

自時・平成14年10月19 日 ~20 目、

場所・常陸太田市増井町1800番地、

国民年金健康保健センター(ときわ路)



懇親会で先輩が話してくださった内容

の中で印象深い言葉があります。心配な

いですよ、パーキンソン病で亡くなった

人はいません。医師の指示通り薬を服用

すれば、天寿を全う出来る病気ですとい

う言葉でした。又、同室で、あった西村氏

と高森氏と三人で初対面にも拘わらず、

ノfーキンソン病が発病した為のいろい

ろな家庭の悩み、仕事の悩み、病状等を

時間の過ぎるのを忠れ、真剣に話し合っ

た事を思い出します。

同病問士の情報交換のためにも、パー

キンソン病友の会への入会をお勧め致

します。パーキンソン病は、進行すると

身体が思うように動かなくなるために、

私は毎日できるだけ身体をうごかすよ

うに、意識して生活するよう心掛けてい

ます。土曜日、日曜日のテニスは楽しく、

ストレスの解消には最適です。その地に

も、朝夕のストレッチ体操も欠かしませ

ん。又、音楽を開くのも良いと思います。

J¥ーキンソン病の夫と共|之

玉里村古渡勝手

全国パーキンソン病友の会茨城県支部結

成20周年おめでとうございます。

私は家族として夫との生活を少し書きま

す。真面白でやさしく、結婚して38年位

になります。 3人の子供達にも恵まれ幸福

な生活が続いていました。今よりも約13 

年位前になりますが、夫の歩き方が前に突

進して歩き、宇:を書けば最初は大きく書く

のですが、だんだん小さく斜めになり、勤

めることも無理な状態になりました。結局、

57歳で退職し、家でリハピリする毎日に

変わりました。

私はなんでこんな体になったのか、一人

で泣いたり悩んだり夫を攻めたこともあり

ましたc 時々、娘に、「お母さん、お父さん

が病気になり始めたころ、泣いていたよ

ね。jと云われます。でも、夫の体の変わり

方が尽に見えてすご、かったので、とまどい

ウ
i
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もありました。

病院の先生は「進行性のパーキンソン病

です。」とはっきり云いました。夫はまだ一

人で食事を取ることが出来ていましたので、

私は食品会社でパートで働いていました。

でも、朝出勤する前に夫と姑さんの昼食を

作って勤めに行くわけですが、会社で働い

ていても家の事が心配でなりませんでした。

そんな日が何ヶ月か過ぎたある日、会社で

働いていた時、事務員さんから、「吉渡さん

のご主人が家の中で倒れて、救急、車で病院

に運ばれたので気を付けて行ってくださ

い。」と連絡があり、私は夢中で病院に向か

い、夫の顔を見るなりほっとしました。足

がもつれて転んで起き上がれなくなって、

近所の人が救急車を頼んだそうでした。私

はその日から会社を辞め、家にいるように

しました。

月に1回筑波大学病院に診察に行きます。

家から 28km.約50分位かかりました。

病院に着くとトイレに行きます、手すりが

なくて園りました。意見箱に住所・氏名・

電話番号を書いておいて来たら、間もなく

電話があり、「貴重なご意見ありがとうござ

いました。さっそく手すりを付けました。J

と連絡があり、困ったときは云ってみるべ

きだと思いました。

病院の待合室あたりでは、同じような状

態の人が見かけられ、私も家(うち)ばか

りではないのだと、少しはなぐさめられる

ような気がしました。 家に帰ってくると、

又一人で悩んでしまう状態でした。そのこ

ろ、土浦保健所で fパーキンソン病友の会

がありますよ。Jと云われ、入会することが

出来ました。 1年聞を通していろいろな行

事を企画してくださり、役員の方々のおか

げだと患っています。旅行とか、皆と一緒

にゲームをしたりお話をしたり、先生方の

講演を聞いたり、あのころは楽しかったで

す。

だんだん病気が進行して来て参加できな

くなりまして、とても残念に忠います。そ

の後入院したりしているうちに、すっかり

車椅子生活になりました。

今、あごが時々あくびをすると、はずれ

てしまうことがあります。ちょっと面倒で

すが、介護生活が長くなりますと、上手に

アゴをはめることが出来ます。いろいろな

場面に当たりますが、当の本人が一番つら

いと思います。

デイサーピス、ショートステイ、マッサ

ージ往診といろいろなサービスをうけなが

ら、日々頑張っています。そして、時々私

の得意なハーモニカを、者人ホームで演奏

して聞かせ、ピアノも習い、ストレスを発

散して好きなことをしています。いつまで

も、夫の介護が在宅で出来る幸福感を味わ

いながら、暮らせたら良いなーと思ってい

る毎日です。
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つれづれ!こ思うこと

この病気と付き合って18年が経ちました

この間、薬の調整を日的lこ3回の入院をf潤食

しました。今思い出しても入f先生活は苦しさ

だけ抑支ってし悼す三溜開寺は、毎回N詔寺

より良くなり、日々の生活に希望が持てまし

たが、薬の輩出普えるばかりでした。よく

薬は勧陣式といわれますが、却恨の監母の

下、 1日の月箆集量を変えずに体調に合わせな

がら小分けにして服用しています。まさに、

上記の言葉を絵に描いたような毎自です。

特異体質なのか私に合う薬が少なく、毎日

ジスキネジアに悩まされてしぜす。閣議カミ日

によって違うので予測が出来ません。そのた

め、外出を控えることも多くなりました。

発症は42歳ですが、その後10年間士服

薬しながら仕事を続けましたヤール指数が

4度になった時点で、29年間の教員生活に終

止符を打ち、気ままな生活に入りました。

公民自首誇~の油絵や英会話、 リハビリを兼

ねたスイミングと休む間もなく楽しみました。

車も荷物の積み下ろしに慨リで、漕云しやす

し、ハッチパックの;J型に乗りかえ、油絵の道

具令k若の入ったノ〈ックを積んで、は、親しい

友人と3年間十三分に楽しみました。しかし、

徐々に薬の効きが悪くなり、車の)運転も断念

せざるを得ませんでした。
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その反動もあって、パーキンソン病に関す

る本をむさぼるように読み続けました。その

時に明良薬を止めると重篤な状態に陥るj と

いう言葉が強く記憶されたようです。数ヵ月

後には薬の干重類と量を誤飲したことにより先

の言葉がよみがえり、悩んだあげくに幻散〕

聴を繰り返し、救急車のお世話にもなりまし

た。本の読み過ぎも考えものだと今は反省し

ています。

それから4年、 ド、ーパミン誘発剤の効きも

悪くなり、主主イスの生活を余儀なくされまし

た。主ヨ合医には、いずれそうなること

されてはいたものの、自分l立高敵tに大丈夫だ

と忠おうとしていました。今は現実を素直に

受け入れられるようになりました。

6年前の介音量計邪九市IJ度の発足に合わせるよ

うに、気が付くと、自ら電話で介助をお願い

していましたそれ以来何人ものヘルパーさ

んに支えられて、楽しく充実した毎日を送れ

ています。そして、正常とはほど速いが残さ

れた機能を献に限に生かそうと心の底から思

えるようにもなってきましたまた、友の会

の役員の皆様のご努力より、可能になった難

病設ける飯島策の恩恵を受けられることや、

家族の思いやりのある介護と心の支え同糊

する毎日です。現在は、生活の幅を広げるた



めに霊動車イスの購入計画を練ってし¥ます三

友の会結成20周年を祝するとともに役員

の皆様の多大なお骨折り~::J，惑謝したいと思い

ます二

会長さんが会報にお書きになっていた車線田

胞の布院が一日も早く認められて、患者の治

療に生かされることをliA寺ちにしています。

関
A
Q
一品 賓として

茨城県苅日結成20周年おめでとうござい

ます三清水支音|設さんを中心に、友の会の皆

様の臨動にはいつもJ翻院しております。私自

身、母の介護の時期には皆様に勇気をいただ

きました。

実家の母が発病したのは、まだ50代でし

た私の里帰り出産を面倒見てくれ、きびき

びと立ち働いていたのに、次の年には表|育が

なくなり、体の動きがなくなってしまいまし

た。脳梗塞ではないかとCTで調べてもらっ

ても見つからず、針灸やマッサージ、電気治

療、果ては祈祷まで、父はあらゆる手を打ち

ました散歩の際「足が勝手に出ちゃうんだ

常陸大宮市 中嶋雅予

よ。jという母の言葉から、国却丙院で診ても

らい「パーキンソン病j と翻新されました

病気が分かり、今はし、し喋もあるからとホッ

としたのもつかの間、薬が効かない、精梓症

状(~忍矢口周が強い、首が上を向く等の症状

から「進行脳変上性まひ」であることが分か

りました。

柏市の布拓病院に移り、丁寧な看護を受け

母も家族も少し落ち着きました。担当の先生

は、ゆっくり私たちの話を聞いて、何度でも

説明してくださいました。 fありがとうござい

ました。Jと頭を下げながら、でも、又すぐに

酷いてしまうのでした。「なぜ?どうしてこん
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な病気に、どうして母が、どうして・・・ J

と。

そんな時友の会の交流会に出かけ、間じ苦

しみを持ちながら、皆さんが前向きに生きて

いらっしゃることにふれ、どれほど勇気づけ

られたでしょう。「苦しみは母だけじゃない。

我が家だけではなし、こんなにみなさん勉強

して病気に対処し、病気と向き合って生活し

ておられる。母も積極的に外に出て少しでも

楽しく過ごそう。jと思し、ました私と弟一家

は、母が胃痩によって栄養をとるようになっ

てからも、出来るだけ盆・正月、連休などは

家で過ごせるようにしましたしかし、だん

だん衰えていく母の現状を受け止めることは、

父にとって大安漢並しいことでありました。父

も母と同じくらい苦しんだと思います三それ

でも、父は足しげく病院に通いました。母の

好きなぶどうの絞り汁を、父特製の苦棋で吸

わせていました。(食位pことができなくなって

も、ガーゼにしみこませた汁を吸うことは

51-

できました)母がなくなって、後を追うよう

に父も亡くなりました℃今はご人仲良く暮ら

しているでしょう。

友の会の錦院を見ると、様々なi舗法の開

発や施設・設備の封流がなされているようで

大変Jl;強く思います。一方で、法改正の動き

など難しい問題があります九身近に友の会

に入られる方も増えてきました。イ可カ可キムでも

お役に立つことがあればと思っております。

これからも友の会の能動は益々重要になる

でしょう。どうぞ断装お身体を大切に、ご活

躍をお祈りいたします。



友の会12.入金し恕きっかけ

友の会の役員の皆操大変ご苦労様です。

先達ての第20田支部患者家族交流会に、

初めて参加させて下さいましてありがとう

ございました。あの日は私の診察日で水戸

日赤病院に行き、判らない道ながら会場ホ

テルニュー白亜紀に集合時間の12時の5

分前にセーフで着きました。同じ仲間の皆

様とお会い出来ましたことを心から感謝し、

たします。昼食のメニュー“から揚げ"が、

美味しくて頭からすっかり食べてしまった

温泉は太平洋を望みゆっくりと、くつ

ろぐことが出来ました事。忘れられない想

い出となりました。

平成13年頃、これからは健康第一で生

きなければならないと思って毎日ジョキン

グを主人と共にしていました。靴も古くな

ったので、新しい靴に履き替えてジョキン

グをしたら、 {pJか足がおかしくなり、庭を

掃く箸も思うように掃けなく、片手で掃い

たりしているうちに、手も震えてきました。

病院でCT検査をしましたが、少し様子を

見ましようとの事、そのうちに風邪を引い

てしまい地元の内科の先生に診察してもら

い風邪も治りました。が、 f手の震えが止ま

らないのですが。Jといいましたら、インデ

ラル薬を下さって初めの一逓間は良かった

潮来市 窪谷 13¥み

のですが、体調を崩して金属疲労のように

なり、体重は10kgも減りこれで終わりか

と、どうしようもなくなった時、従兄弟に、

東京順天堂医院へ行ってみたらと教えられ

ました。そこで初めてパーキンソン病と診

断されました。メネシット、アーテン、を

処方していただき三ヶ月毎に通読するよう

になりました。私もパーキンソン病は、ど

んな病気でどんな風になるのか解らず路頭

に迷っていました。ある医学の本を取り寄

せたりしている中に、克明に全国パーキン

ソン病友の会支部連絡先が書いてありまし

た。茨城県支部は石岡市に清水支部長さん

が居りますことを知り、そこへたずねて見

ましようと娘に誘われて、石間の清水さん

の所へお尋ねしました。幸いに、ご夫妻に

お目にかかる事が出来ました。色々お話を

して下さり「やっぱり来て良かった。これ

からは友の会に入って皆様と共にふれあい、

清報知識を学び病気に対する不安を軽くし

たいj と思いました。迷いと不安、孤独か

ら解放されました。友の会会報には、詳し

い情報が掲載されており、私は宥漁手な情報

に満たされました。これから友の会の皆様

の仲間入りをして、清水支部長さんが友の

会会報百号記念号に述べられた「すべての

ヮ“RU
 



パーキンソン病患者はその人間としての尊

厳を侵されず・.. . Jという基本現念の

言葉に従って私共も、夢と希望を持って前

進して行こうと思っています。そして「ふ

れあい音頭Jにある、つらいときにも励ま

しあって、共に笑える日を待ちましょう。

友の会20閤年をお祝いして

ひ定ちなか市山村不二万

此のたび20周年をお迎えのこと、誠に

お目出度うございます。一口に20年とい

っても大変なことだと思います。清水会長

さんを中心として各役員の方々のお骨折り

はいかばかりかと推察いたします。

私が友の会に入会させていただいたの

は、十年ほど前だったと思います。体のほ

うは少し前から畠圧が高く定期的に近くの

総合病院で診察を受けていましたが或る時、

歩行中に右足のかかとの部分の動きが少し

思わしくなく、また右手指先もしびれるよ

うなものを感じました。次の診察の時に先

生にご相談すると血圧からきているようで

すとのことでした。

そうしているうちに担当の先生が休暇

になり、代わりの先生に診ていただし、た時

に、「パーキンソン病の疑いがある。Jと

われて、非常に驚きました。神経内科へま

わしてくださいましたが、同じように診断

されました。

さらに友人のすすめで、筑波大学病院を

訪れましたが、全く結果は同様でした。淡

い望みも消えて真っ暗な気持ちで、帰宅した

のを覚えております。それでも、幸いなこ

とに現在診てもらっている病院は、筑波大

学病院から先生が週一田みえるとのことで、

以来ずっと診察を受けております。初めの

ころは二週間毎、そして月一回となり、最

近では病状に大きな変化が無いので二ヶ月

毎になっております。

この友の会に加わって、多数の方々とお

知り合いになり、交流を深めておりますが、

円べ
U

「「
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とくに年一回の患者家族交流会は泊りがけ

で計画していただいているので、ゆっくり

くつろげます。夕食後支部長さんを聞んで

種々の経験談や薬のこと、日常の食事、運

動など披露しあって時のたつのも忘れるほ

どです。毎回楽しく有意義な集いで、これ

からも引き続き参加させていただきたいと

思います。

現在の体調は「すくみ定Jが一番の悩み

となっておりまして、全体的に動作も鈍く

なって行くようです。従って、時々転倒す

ることもありますので、歩行には充分注意

をはらうようにしています。食事は好き嫌

いなく普通にいただいておりますが、時間

が長引いております。

運動のため外へ出るように心掛けて、主

人とスーパー等へは必ずついていき、日用

品の高いの安いの等、品定めをして楽しん

でおります。近所へも「なんで、も屋j さん

が週二回出張販売に来るので、そのときは

一人で、手押車を使って買物に行くことにし

ております。

また林先生のパーキンソン病に効く C

Dも毎朝セットして聞いたり、リズムに合

わせて歩いたりしております。爽やかなメ

ロデーに癒されるのを感じます。

お薬は起床時、毎食後、 11時、昼食後

2時、夕食前5時、夕食後と六回に分けて

服用しておりますが、体に良いようです。

今年の冬は何年ぶりかの厳しい寒さが続い

て閉口しましたが、春の訪れです。一日一

日を前向きに考えるようにして過ごしてい

きたいと思っています。

20周年に当たり、友の会の益々の充実

と発展を心よりお祈り申しあげます。
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不幸中の幸い十か条

那珂市寺門正次(患者z妻@京子)

妻は12年前(46才)に発症し、現在は要

介護5となって自宅で毎日を過ごしている。

愚痴を並べればきりが無し、が、この 12年の

聞に f良かった。恵まれていた。有難い。」

と思えることが10指におよぶ。

くその1> 発症が46才で、あったこと

パ病の患者は比較的高齢で、あり、若年性

の場合を除きほぼ老人病といえるほどに、

高齢での発症が多い。妻は教員で、あったの

で、大学を出て22才で就職、発症時には勤

続 24年を経ていた。 25年勤めれば年金や

退職金など、かなり有利な状況となる。従

って，発症はしたが、 25年を何とか勤め終

えるまで、多少の努力はしたもののタイミ

ング的には恵まれていた。最後の年には、

通知表や書類など妻が口述することを、幸

い関じ教員で、あった私が代筆するという形

でしのいだ。

くその2> 私に時間がつくれたこと

偶然にもその前年に私が校長になってい

た為、担任である妻と多忙の時期がずれて

おり、学期末、学年末には代筆のための時

間をなんとか生み出すことができた。恵ま

れたタイミング?で、あった。

くその3> 知人が順天堂援院に縁のある

方で、あったこと

発症後、パ病という病名にたどりつくま

でに十数か所の病院を遍歴していたが、知

人の紹介で引開天堂医院の水野先生にめぐり

あい、パ病という病名が確定した。後に、

水里子先生がパ病の世界的権威者で、あること

を知り、驚いた。

くその4> 事故を起こさないうちに車の

運転が無理であると悟ったこ

と

その頃まで、妻は自分の車を運転してい

たが、ある時自分の車を道路の縁石にこす

り、ホイーノレキャップを失った。それまで

不良由ながら事故も超こさずに運転してい

たことを考えると、背筋の凍るような思い

を抱き、妻もそれを機にピタリと運転をや

めた。人身事故など起こさないうちで、本

当によかった。

くその5> 私が定年退職をしたころから

症状が悪化したこと

平成10年3月に私が定年退職をしたころ

から、妻の症状が思わしくなくなって来た。

それまでも、丹に2四二人でスナックめぐ
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りをし、共に多少のアルコールを摂り、妻

も好きなカラオケを楽しんでいた。私が会

長をしていたオカリナグ、ループの発表会に

は、必ず妻を連れて行き音楽の楽しさと外

出の喜びを味わわせようとしていた。そん

な事情を知らないため、メンバーの中には

(いくら会長でも、いつも奥さんを連れてく

るなんて・・・。)と陰口を利く入もいたそ

うだが、この先何年か後にはそれが叶わな

くなることを考えると、 安4と雷えどもな

いがしろにする訳には行かなかった。多く

の仲間は、妻の病気を知って(仲のよいご夫

婦だこと)とむしろうらやんでさえくれた。

くその6> 私が料理当番をやっていたこ

と

前に述べたように、私たち夫婦は教員と

して共働きで、あったので、結婚以来家事を

分担することにし、私は独身時代に自炊を

していたので料理当番を、妻が掃除と洗濯

をすることとした。特別な事情が生じない

限りその領域を侵さないことにして来た為、

時には夕食が深夜になることも珍しくなか

った。今になって見ると、この三十数年の

経験が、まるで貯金が役立つように、今の

生活に大いにプラスになっている。数年前

に母と妻が同じ時期に別々の病院に入院し

ていたことがあった。自宅とそれぞれの入

院先とを毎日、時には日にニ度ずつも回っ

ていたが、回ることの大変さよりも、自分

だけの為に作る料理の味気なさと張り合い

のなさには参ってしまった。献立の工夫、

味付けのよしあしなど、味わってくれるが

人がいたからこそ楽しく期待をもって料理

していたことを改めて感じさせられた。本

来、私は料理することを楽しみと感じて来

ていたが、それは食べてくれる人がいてこ

そのことで、あったのだ。

くその7> 障害年金がもらえるようにな

ったこと

私の退職以来、生活費としての収入は私

の年金がすべてであり、定年退職した日か

らその金額にみあう生活にと切り替えて来

ていた。そんなある日、当支部に妻の先輩

であるOさんが入会して来た。お話を聞く

うちに、障害年金を受給しているというこ

とを知り、その手続きなどについて教えて

頂いた。どんな制度でもそうだが、私たち

の為の制度で、はあっても、自分で動かない

限りその恩恵には浴せない。早速あちこち

と走り回り、手続きを完了したところ、数

ヶ月を逆のぼって障害年金を受けとること

ができた。あの時のOさんとの出会い、そ

してあの話題が無かったら、今だに障害年

金は受けていなかったかもしれない。 Oさ

んに感謝。

くその8> 娘が離婚したこと

4年前、娘が離婚し、浦和市(今のさいた

ま市)から子どもと共に帰ってきた。その原
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困はともかく、 一般には悲劇たるべきこの

離婚が、私たち(あえて私と妻と母とを合わ

せてこう言っておく)にとっては、すばらし

いプレゼントになった。小さくは、誰も上

がらず空部屋になっていたこ階を活かして

くれたことを初め、家中が賑やかになり年

寄り 3人の陰気な家族が、孫娘(5歳)を中

心に活気あふれる雰囲気に満ちた明るい家

庭になるなど、第三者から見た離婚劇とは

似ても似つかぬ状況となった。有難いこと

である。娘も自分にあった仕事に恵まれ、

週5日は孫娘を保育所にあずけて昼間は働

いている。相変わらず本は料理当番だが、

献立名を97種類(これが私の定番料理)書

き出して貼っておき、朝のうちにリクエス

トを募ると必ず希望品目が挙がるので、と

ても楽しみだ。娘は娘で「じいちゃんの料

理は最高。jとお世辞とも本音とも付かずに

¥時々職場の皆さんに味見にと持参し

ている。

くその9> 施設との関わりがもてたこと

拙宅のすぐ近く(100m)に25年前に病

院ができた。当初は胃腸宋汐ト科の個人医院

で、あったが、院長の気さくな人柄もあり、

どんどん患者が増えて、現在では介護病棟、

老健施設(以上は医療法人)、特別養護老人

ホーム(福祉法人)までを併設する総合病院

になっている。近くでもあるので、開院当

時から家中で診て頂くようになり、院長や
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スタッフとも親しくなった。一方妻はよく

仰向けに転ぶようになり、計23屈も後頭

部に裂傷を負った。そのうち15回は縫合

を要する傷で、その都度院長先生の手をわ

ずらわせた。ある時など、深夜ではあった

が病院に電話すると「手当てのできる先生

がいない。j とのこと。「携帯電話を持って

いるはずだから院長に連絡してほしい。jと

ねばったところ、しばらくして「すぐ来て

ください。」との返事。数十分後に戻ってき

た院長に縫合してもらい、事なきを得た。

後で聞くと、その時はかなり遠方の酒席に

出ていた院長が fすくす帯るから京子先生を

待たせておけ。Jといわれた由。しかもその

晩は一泊の予定だったとの事で、あった。た

だただ12頁の下がる思いで、あった。有難し、こ

とである。ちなみに京子先生とは、病院の

事務長の息子さんを教えたことがあった為

にそう呼ぶようになっていたので、あった。

私はといえば、長年の胃潰擦の治療をお

願いしている他、老健施設で歌のボランテ

ィアを8年間させていただいている。介護

師さんたちは若く、入所者は大半が老人な

ので、入所者の歌のお相手が出来ない。皆

さんの好みの歌を知らない。そこで助け船

として老人に近い私が・・・ということに

なった。幸いに伴奏をしてくださる方が見

つかったので、最初からずっとお付き合い

頂いている。どんな曲でも、音程はお好み



次第に、とても腕の達者な方で、助かってい

る。入所者の皆さんと一緒にリクエストの

曲を歌っていると、この上ない幸せを感じ

る。有難いことである。

くその10> 認知症が出ていないこと

このご、ろになって、制関の他に声が出に

くい、息づかいが浅く長い言葉が統かない

などの諸症状が顕著になってきた。平成14

年に要介護3、15年に要介護4、そして

1 7年には要介護5となったが、現在では

食べ物よりも飲み物での誤I燕が最大の問題

点。食事時の水分摂取時によくむせたり、

夜、疾が切れにくいなどの保子で、本人は

とても苦しそうだ。主治医の「体幹は起こ

しておくように。Jとの指示で、日中は背も

たれ両ひじ掛け付きの低い椅子でテレピを

見ている。その間はあまり苦しい様子はな

く、ひと時を楽しんでいるようだ。「爪をき

ってほしい。Jr髪を切ってほしい。jなどと

自分の判断でそれらを私に求める。「まだそ

んなに伸びてはいないよ。Jなどといいなが

らも、それらの求めに応えて縁側に掛けさ

せ爪を切る。こんな平凡な、平和なひとと

きが送れるのは、本当に有難いことだ。

以上、愚痴ともつかず、かと言って感謝とばかりも言えないようなことを羅列してきた。

患者である妻と、それを介護する私との日常のことがらを、偶然という救い手によって、い

かに助けられて来たかを書こうとして来たが、必ずしも最初のねらいは達せられなかったか

も知れない。いずれにしても、患者の苦しみは患者にしかわからない。介護者の甘い考えは、

患者本人から見れば、世迷い言にしか思えないであろう。

昔読んだ f飛鳥へ、そしてまだ見ぬ子へ」の作者である井村医師の作中での言葉。「病人に

とって悲しいことが3つある。

その1つは、治る見込みのないこと。

1つは、手をとってくれる人のいないこと。

最後の1つは、お金のないこと。J

少しでもその悲しみを軽くしてやれないものか。介護に携わる者の課題ではなし、かと考えて

いる。
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1¥ーキツソン病友の会|こ入会して
取手市西村雅夫

私はハωーキンソン病を認知してからもう 5年

半(医者の診断では4年半?)になります。

病状は間違いなく“進行円しています。特

にハ。ーキンソン病の4大症状の「無動:体の動き

が鈍く、特に歩き始めの一歩がなかなか出

ないJと「姿勢反射障害:体のバランスが

悪く倒れやすしリが進んでいます。

私は平成14年8月に“全国ハ。ーキンソン病友

の会茨城県支部"(以下県支部と略す)に入

会し、凡そ3年半の間lこ「患者・家族交流

会Jに4回(①H14.10.19/20:常陸太田市

“ときわ路"②)H15. 9.27/28 :土浦“サ

ンレイク土浦"③託16.9.25/26 :鹿島郡旭

村“いこいの村湘沼"④H17.10.15/16:ひ

たちなか市磯崎“ホテルニュー白亜紀")参

加しました。これらの何れも患者と家族が

日頃の病苦を忘れての懇親会だったので、

本当に楽しいものでした。

又、ハ。ーキンソン病に関わる医学的な専門知識

や、最近の新しい治療方法、新薬等の情報・

講演が、県内外の権威ある専門医師を招い

て開催されました。特に“ハ。ーキンソン病フォーラム

lnいばらき"は第一四日16.11月に、第二

回目17.9月と開催され、これも最近の薬

物療法、患者の日頃の病気に対する疑問点

をQ&A形式で行われ、患者に病気に対し

て安心感を与えてくれました。 又、H17.3

には、パーキンソン病患者の在宅療養への支援方

法、 H17.7月には、ザハピリテーションについての

講演等もあり、入会後僅か3年半でハ。ーキ'J'}

ン病に対する知識が一気に増え、入会して本

当に良かったと思っています。 然しなが

ら、ハ。ーキンソン病は①神経の病気 ②進行する

病気③治らない病気 と言う暗いイメー

ジがあり、私自身この難病をどのように克

服すれば良いのか?一寸気がかりです。

私が3年半前に県支部に入会した時思って

いた、病気に対する信条は、病気は“薬や

医者が治すのではなく、自己の治癒力で治

すもの"。つまり、薬は涯師からの投薬指示

で飲み、あくまでも補助の協力者であるの

では?

先般、友の会愛知県支部長の“丹羽浩介円

さんが出版されたfもうハ。ーキンソン病と呼ばな

いでjの中で病気に対する取り組み方を、

ハ。ーキンソン病は“進行する病気"と言う一般的

な4此念に反し、これを“コントロール"出

来るものと説いております。つまり氏の病

気に対する考えを、自分の人生に照らし合

わせ、「サラリーマン時代には、会社での仕

事で人間関係による、神経質で神経をすり

減らさなければ、勤められなかった。その

苦悩を、発病を機に心の持ち方を 180度転

換し“ノーテンキな生活"に意識改革した

結果、発病後19年間も発病当初と殆んど

変化の無い状態が保てたJと述べています。
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つまり、実社会の会社生活ではストレスが

摺った関係で“進行する病気"となった。

このストレス解消法としては仏教関係の書

物を読みふけったり、又、発病5年後の5

0歳の頃には仏教大学で法然上人について

学び意識改革をしたと。また、氏は既に発

病している人に対してはV ーキンソン病と共に

生きる人生"もまんざらではないよ・・・とノ

ーテンキに対応しなさいと説いている。

以上の様に、私が県支部に入会して以来、

懇親会、講演、フォーラム、等に参加し、

やがては「ハ。ーキンソン病は必ず根治される."J

のでは、と思う様になりました。今後は会

員の皆様と共に、より懇親を深め、少しで

も“ハ。ーキンソン病円の苦しみから解放される様、

お互いに助け合い頑張りましょう。

何事も長い自で

水戸市 大森信枝

支部発足して20年、私の交流会参加が

5周年記念の鵜の岬。この初参加がご禄で

会誌5周年号への原稿依頼があり、 IJ 11の

流れのようにJの拙文を投稿、何人かの方々

からお電話やお便りを頂き、それまでの後

向きが前向きに変わり、毎日が明るくなり

一番喜んだのは主人で、この後主人は支部

役員をお受けしH15年3月まで12年間

役員の一人として勤めさせて頂き、私まで

いろんなことを学び体験させて頂きました。

中でも忘れられないのは、支部10周年

の全国茨城大会に先立ち、勉強の為にとそ

の前年の5月長聖子全国大会に参加の為、松

本市に出かけたときの出来事でございます。

もうこの頃は発病して8年、介添えがない

と歩けなし可立で主人もこのことを心配、約

1ヶ月前に時刻表で計画を立て、水戸から

松本までの指定乗車券を申し込んだところ、

1ヶ月も前だというのに3時間もかかる新

宿から松本までの指定席は始発から10時

まで全部売り切れ。仕方なく自由席の特急

券を買い、最初の計画より 1時間早い水戸

発で行き、新宿駅のホームで待つことにし

て、当日は新宿駅に8時ごろ着き何気なく

隣のホームを見ると、 8時30分発の松本

行き臨5事侍急が入るところで、ホームには
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3'"'-'4人が並んで、いるだけでしかも自由席。

ぐその後に並び最初の計酉よりも 30分

も早く窓際に腰をおろし松本に着くことが

出来ました。しかもその上最初の計画では

新街に着いてからいくつかの階段をとり下

りして乗り換える筈だったので、す。

それがこの時は同じホームを 5'"'-'6歩と

歩かないで乗り換えられたのです。何のこ

とはない、天は私の不自由な体に合せ階段

の上り下りなど余計な苦労を掛けない為に、

指定席を売り切れにし、結果的には最良の

段取りをして下さったのです。

私はこの持、正に天のご)]p護を感じ生か

されている有難さを実感。心から感謝司封ぶ

にはおれませんでした。尚同時に7年も中

風で苦しみ、亡くなる前のaMlの手を握り

それまでの介護の礼を述べ、あの世にいっ

たら必ず守ってやるからと言って、そのま

ま眠り込み翌日永眠された義母のことが思

い出され、ああ義母が守ってくれたと思っ

たのです。私はこの後も何回カおlたような

体験をさせて頂きましたが、きっと皆様に

もこのようなご体験があるのではないでし

ょう力、何事も長い臣で、目先の良し悪し

だけにとらわれず、天の御心を心としワ11

の流れのようにJ皆様ともども明るく生か

して頂きたいと思います。

ともすると自先のことだけにとらわれ、

沈みがちな私。支部 20周年の佳き日に当

たり改めてこのように思わせて頂きました。

皆様のご多幸をお祈り申し上げます。
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全国パーキンソン病友の会茨城県支部

設立20周年を従えてみた夢、

全国パーキンソン病友の会茨城県支部

設立 20周年を迎えられ、心からお祝い申

し上げます。

パーキンソン病は、 100年も前に医学界

に発表されながら、 100年経った今で、も有

効な治療方法が発見できない難病である

ことは、既にご存知の通りです。

いまパーキンソン患者が一番望んでい

ることは優秀な医師と、最新の医療設備を

備えた国立の専門病院の建設です。

ここで研究者には、腰を据えて治療と研

究の両面からパーキンソン病撲滅に取り

組んで頂きます。

先ず国の予算を使うのであるから、国民

の理解と同意を得ることが必要であるが、

残念ながらパーキンソン病に対する国民

の理解度は甚だ薄い。年末に韓国からES

細胞のニュースが流れて、一時報道陣は騒

然となったが、殆どの人はES細胞を知ら

なかった様ですO 国会に働きかけて「国民

行事の日・パーキンソン病の日jを制定し

守谷市 益田 功

てもらいます。

この日は学校は授業はしません。代わり

に学校が定めた行事に参加しなければな

りません。 TVはパーキンソン病に絡んだ

ドラマや歌を流します。

厚生労働大臣は、テレビ・ラジオに向か

つてパーキンソン病撲滅を叫びます。

この日は国中が一丸となってパーキン

ソン病撲滅のため行動する日です。

厚生労働大臣がテレビ・ラジオの前に再

び立ち、パーキンソン病を撲滅した勝利宣

言を声高らかに叫ぶのは侍時であろうか。

そんなに遠くはあるまい。お互いにそれま

で頑張りましょう。
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J¥ーキンソン病の父と私

パーキンソン病友の会議Ij立 20周年誠に

おめでとうございます。

会員の皆操にとって日々病との闘い中で

の支部創立は、とっても大変だ、ったことで

しょう。

私の父はパーキンソン病と 10数年闘っ

てました。昭和40年でしたか、その当時は、

名も知らない病気でした。最初の診断は

痘」でした。書躍とは、事務職員の人に多

く、字を書く時右上がりになり大きな字か

ら小さくなります。又宇を書く時に手が強

ばり、ふるえが伴し、ました。その当時に発

病された方は最初はそんなものだったと思

います。

しかし「足を引きずり、顔も仮面化して

きて、おかしいから大きな病院か専門の先

生の方がいしリといわれ、知人の紹介で、

順天堂大学病院の楢林先生を紹介して頂き

「パーキンソン病Jと認定され難病といわれ

ショックでしたが、その後は何とか病気と

仲良くしていたようでした。父は新開や雑

誌をよく探して読んで自分なりに病気を知

ろうとしていました。そんな時にパーキン

ソン病友の会を知り、加入して、遠方なの

で総会等に参加は出来ませんでしたが、年

に何回か送られてくる冊子を楽しみに読ん

でいました。その中に、パーキンソン病に

友部町長谷川悦予

かかりやすい人は、性格がおとなしい静か

な人に多く発病するとか、食べ物はいくら

とかすじ子は食べない方がし、いとか書かれ

ていたそうです。残念がっていましたが、

量を少なくすればいいんじゃないのという

ことで、食卓にある時は楽しみにしていま

した。

最後は昭和 59年に肺炎で息を引き取り

ました。鴨下力がなくなり肺炎を起こした

そうです。総会等に参加して講演を開いて

も治療にも間期的なものがなく、進行を止

める位の治療なのは残念です。

しかし生活面では若年でもパーキンソン

病は介護保険が使えるのは良かったと思い

ます。送迎、住宅改造、ヘノレパーの利用等

が出来ますもの。住宅を改造してバリアフ

リーに出来るのはハード面です。

ソフト面では人と人とのつながりや心

の優しさが必要なのではなし、かと考えます。

そのソフト面のバリアフリーは友の会等の

交流会を通じて数多く実現できたらいいな

と願っています。

同じ病気の人同士が集まっていくと大き

な輪になります。楽しみに頑張って永くパ

ーキンソン病と仲良くしましょう。

63 -



茨城県支部結成20年位当程り

茨城県支部 20周年言己念おめでとうござ

います。現在のようなOA機器等があまり

普及されず、情報収集、資料作成等、手作

業で、あったと思いますので、支部長さんを

はじめ、関係各位の皆様方の並々ならぬ、

ご、苦労があったと思います。私は、そうし

た系旦織が整えられた状態の今日入会し、そ

の上記念誌に原稿を載せて頂けることに、

感謝しお礼申しあげます。

病気に縁のなかった私には、パーキンソ

ン病などと知るよしもありませんでした。

進行性かっ完治のない病気、よもや私が一

生付き合っていかなければならない親友に

出会ったのは、 10年前になります。でもそ

の時点では、余り気にせず、仕事の方に重

点を置き、会社復帰だけしか頭になく、入

院前後に関しては、とにかく無茶苦茶、独

断と偏見で行動し、長続きする訳はありま

せん。

病院での生活では、手猷守克服してやると

言い聞かせて、リハヒマリに励みましたが、 3

週間の日数では、勤めに出られる訳があり

ません。体が出来ていなし、、冷静に考えた

結果、優遇退職の形で退社の道を選びまし

た。そのとき天の声ではありませんが、 f体

を少し休ませてあげなさい。今の調子じゃ

余りにも体がかわいそう。今まで30数年頑

張ってきた。すごい事だよ。これからは自
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友部町秋山とし予

分の為に生きなさい。Jと、生活にも気持ち

的にも余裕がもてる様になり、会社(仕事)

への思いもふっきれるのに、 3年の月日を

必要としました。この時期に友の会の存在

を知り、一度目は見学、その後即入会。今

までは家の中だけで、悶々とした毎日を過

ごしていたので救われました。これからが

私の「第二の人生だj実のあるものとしよ

う。病気に関する知識が増えました。けれ

どあまり持たない様、最小限度の知識で、

病気を意識せず、底分の病気をそのまま受

け入れて生活する。性格・気質を変えるの

でなく、心の持ち方を常にプラス思考で、

京臨慌することにより、明日の道がひらけて

くる。

パーキンソン病の進行は、心の持ち方で

コントロール出来ると言います。私もそう

思います。パーキンソン病は闘う病気では

ない。毎日の生活を普通に無理なく、過ご

す事でいいと思います。友の会に入会して

丸 3年色々な体験をさせて頂きました。お

蔭様で生き方の姿勢が、変わって強くなり

今までの私とまったく違います。自分でも

分からないのですが海外デ、ピューを昨年の

10月に致しました。なんとオーストラリア

のメルボルンにおいてアジア太平洋シンポ

ジュウムが、開催され参加、沢山の出会い

と感動。これも友の会会員だからできたこ



とで、友の力は強く大きいのです。今後も

A(あかるく)T (楽しく)M(前向き)を

jら の 支

モットーに五感を生かして生きていきたい

と思います。

え

水戸市(患者家族) 宮部知克

(発症)

想えば、妻にパーキンソン病が発症した

のが、今から 34年前、 27才の時でした。

結婚して未だ4年、三才になったばかりの、

女の子が1人、楽しく、平凡な日々を送っ

て居りました。

ある日の朝食の時、妻に僅かな首の震え

が見られ、早速病院へと向かいました。診

察は受けたものの、原因もわからず不安だ

けが残りました。後日、担当医からの紹介

状を持ち、妻と二人で東京慈恵医大を訪ね

ました。その日の診察室の前には、私達の

他にも何人かの方々が診察の始まるのを待

って居りました。妻の名前が呼ばれ、私た

ちは診察室の中に入りました。暫くして、

診断の結果が知らされました。「パーキンソ

ン病j、この初めて耳にする病名に、一瞬驚

き、私は妻の顔を見入りました。追い討ち

をかける様な説明が続きました。「大変難し

い病気です。残念ながらこの病気は、現在

の法学で治癒することは出来ません。神経

疾患の難病です。」見る見るうちに、妻の目

からとめどなく諜が溢れて居りました。

(変化)

月日が流れ、妻の身体には今までと違う

変化が見え始めて居りました。病は少しず

つ、そして確実に進行しているのが見える

様になってきました。やがて家事も殆ど出

来なくなり、 トイレも一人では行くことの

出来ない状態になって居りました。昼間は

義母に介護をお願いし、帰宅してから明朝

まで、すべて私が介護する日々が続きまし

た。夜間の引っ切り無しの排尿には、正直

参りました。その量も実に僅かで、意地悪

しているのかと思うこともありました。熟

睡などは勿論できず、寝不足の佳日でした。

特に冬の夜は寒く、本当に辛い思いを致し

ました。

妻は何が不満なのか、私にしばしば当り

散らして居りました。病気がそうさせてい

るのだ、と自分に言い聞かせながら、頑張

りました。しかし、終わりの見えない頑張

りに、私のストレスも最高潮に達して居り

ました。義母との会話もトゲトゲしくなり、

ある時は大声をだしたり、ある時は妻を怒

鳴ってしまったり、反省をしては自分を棄

円
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めて居りました。義母も、娘の介護に疲れ

はて、家に帰して欲しいといいはじめまし

た。高齢でもあり、持病を抱えての介護は、

とうに限界を越えて居りました。

ホームヘルパーさんの派遣などをお願い

しながらの在宅介護も、もうこれまでかと

思いながらも、一生懸命に介護を続けまし

た。このころの妻からは笑顔はすでに消え、

口数も少なくなり、部屋の中の一点だけを、

じっと見つめている姿が、目立つようにな

りました。

(死にたい)

これがウツ病か?と心配していた矢先、

うつろな目をしながら「死にたしリと口に

するようになりました。「生きていてもなに

も出来ないJr人の手を煩わすだけだJr一

度しかないお父さんの人生までもズタズタ

にしてしまった。J許してほしいと自分を責

め、病気を悔やみ、泣き叫ぶ妻を見た時、

このままでは私達夫婦は完全にi駄目になっ

てしまう、いよいよ夫としての正念場が来

たと、強く心に思いました。

(施設)

何とか妻にあの笑顔を取り戻したい。そ

の思いで、色々な所に棺談を致しました。

その結果、施設入りを決断しました。しか

し、このことで妻を説得するには、大変で

した。やっとの思いで納得してもらい、車

椅子に乗りながらの施設生活も、今年で延

べ8年になります。重度の障害者を含めて

50名との生活です。治療、訓練、生活指導。

療護など、規則正しい生活の中で、やっと

笑顔を取り庚し、妻の笑い声を耳にした時
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は、本当にうれしかった。ここまで来るま

でには、言葉に言い表すことの出来ない程、

く苦しく本当に遠い道程でした。昨年、

悔いの無い妻への介護をと思い退職し、たし

ました。妻も今ではすっかり笑顔を取り

し、毎週施設を訪ねては、一週間の出来事

や、施設行事のこと、エ人での旅行のこと

等、話に花を咲かせております。

振り返れば、発症してから、34年、多くの

皆様からのお力添えを頂き、妻も昨年還暦

を迎えることが出来ました。夫婦別の生活

で、あっても、お互いに支え合い、相手を思

う心が必要だと、苦しかった時を思い出し

ながら私は今、つくづくとそう思って居り

ます。今で、は体調まで気遣ってくれる妻を

思うと、例え障害を持った妻で、あっても、

例え何も出来ない妻で、あっても、私には大

きな心の支えであります。誰かが言ってい

た「疲れたら、優しくなれ、一休みj とし、

う言葉を胸に、何時までもそんな妻を、支

えて行こうと思っております。



私を変え定一言《ありのまま生きる》と

《衣の会》との出合い

パーキンソン病と診断されて、間もなく

5年になる。この5年の問、初めの2年半

は地元の病院へ、その後は東京の大学病院

へ、約2ヶ月にl田のベースで、通っている。

しかし、残念ながら症状の進行は際、せず、

原因不明の腰の曲がりも手伝って、現在は

シノレバーカーが手放せない状態である。こ

れらの経過については、《友の会》会報(第

68号)に『パーキンソン病との出会い』と

題して記した。

今回は、《パーキンソン病友の会》との出

会いと、《友の会》入会について記す。

《友の会》については、パーキンソン病と

診断された時点で、担当医から紹介され、

その存在を知った。先生はじめ家族からは

入会を勧められたが、当時の私は全くその

気にはなれなかった。

《友の会》には、『同病桔憐れむ』の文字

どおり、同じ病気の者が寄り集り、身の不

幸を嘆き合う、いかにも'惨めで淋しいイメ

ージしか持てなかった。また、自分でも信

じたくない、そして誰にも知られたくない

パーキンソン病患者であることを、《友の

会》に入会することは、自らそれを認め、

世間に言いふらして歩くことと同じではな

いか、と考えた。

話は変わるが、ちょうどこの頃、我が家

水戸す鹿J志村 lf答

の菩提寺の住職から、「本山で檀家を対象に

研修会があるが、出てみませんかj との誘

いがあった。最高に落ち込んでいた時で、

気分転換になればと思い参加を申し出た。

ちなみに菩提寺の宗派は、親鷺聖人を宗祖

とし、京都東本願寺を本山とする浄土真宗

(真宗大谷派)に属している。

計らずも上記のような経緯により、本山

(東本願寺)における研修会に参加できたこ

とは幸運で、あった。その研修の中で、一つ

の言葉に出会った。それが、この言葉【あ

りのままに生きる】であった。

簡単な言葉だが意味深いものを感じ、グ

ノレーブ。の話を参考に自分流に解釈をしてみ

た。前の言葉を、【ありのままを受け入れ生

きる]と置き換え、言葉の意味するところ

を以下のようにまとめた。すなわち、それ

が自分にとって f良いことであれ、悪いこ

とであれ、与えられた運命(あるいは事柄)

は何人も変えることはできない。それなら

ば黙ってそれを受け入れる。そこで大事な

ことは、あきらめや妥協の結果として受け

入れるのではなく、前向きにそれを引き受

けて、明るくそして共に生きていくことで

あるj と。

このとき、“神の啓示"いや“仏の啓示"

というべきか、突然『何を考えている!こ
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れはお前のことではなし1か』と大声で叱ら

れたような気がした。叱られるまでもなく、

考えてみれば、たしかに私自身のために与

えてくれたものと思えてきた。パーキンソ

ン病に対してはこの言葉のとおりありのま

ま・ありがたく受け入れることにした。そ

う決心すると、急に自の前が明るく、周り

の景色も一変したように思えてきた。水戸

に帰り、早速《友の会》の手続きを行った。

恥ずかしかったシノレバーカーも慣れてき

た。
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昨年 10月にホテルニュー白亜紀で、行わ

れた(傑20回支部患者・家族交流会》に家

内と娘共々初めて出席した。支部長、患者・

家族等一体となって、真剣にそして明るく

活動している姿に感動すると共に、初めて

のことで恐る恐る出席した私たちを温かく

迎えてくれ、涙の出るほどうれしかった。

前に記した《友の会》に抱いていたイメ

ージが、し、かに偏見で、あったかをお詫びす

ると共に、今後は、できる按りの協力をさ

せていただきたいと思っている。



数わったニつの救，~'I

4と畢光三ヒピの出会¥)功、ら=

時の過ぎるのは早いもので、全国パーキ

ンソン病友の会茨城県支部は結成 20周年

を迎えることになりました。そこで20年を

振り返った思い出として心に残っているこ

とを書いてみました。

友の会が結成されて間もない時でした。

当時、筑波大学神経科の先生で私の主治

法であった金揮一郎先生、(現:国立・神経

センター総長)による医療相談会が関かれ

ました。

患者の方が一人ずつ相談に行く形で進

められ全員が終わり、時間が余った時のこ

とでした。お礼に伺ったとき、私が知りた

がりやであることを知っておられた先生が

「待問が余っていたので、君が飛び込んでく

ると思っていたのに・.. Jとおっしゃら

れました。考えてみると病院への通院時の

2時間待ちの5"-'6分診察のことを思うと、

なるほどと思いました。

「もっと積樟的に行動をしチャンスをつ

かめ」と教わった時でした。その後は先生

方には全く無遠慮になりました。

次は講演会のときでした。

こういう病気は「自分で治すものです」

とおっしゃられた時には、全くひどいこと

を言われる先生だと思いましたが、今にな

ってみれば、すば、らしい教訓でありました。

龍ヶ崎市植本泰久

この言葉の意味も分かり病気と仲良く

せず、いつかは治して見せるとの心構えを

持ち、ある時は無視をし、又ある時は閤っ

てきたのが長かったと感謝しております。

おかげさまで比較的体調は維持しておりま

す。イ也を見渡してみても、チャレンジして

いる方々の体調は長く良好に維持されてい

る方が多いように感じています。これから

も完治の来ることをめざして微力を尽くし

ていきたいと思っています。

ありがたいことに今でも武蔵野の面影

の残る「間立・精神センターJの地に全閣

パーキンソン病友の会の事務所を置かせて

もらっているのも何かのご縁と思い感謝し

ています。 おわり
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支部長ご夫妻の長いご努力!こ感謝

ひとくちに二十年といいますが、長い年

月であったと思います。清水さんは発足以

来、一貫して支部長の重責を今日まで担っ

て来ました。

「ノ¥キンソン病患者は回復のみこみの

ないまま、それをどうすることもできず長

く不安な闘病生活を続けています。それな

らいっそ自分の身体が動くうちに患者会を

結成し、一日も早く健康な身体が取り戻せ

るよう研究体制の確立を囲ってもらいたい

と奮起しました。 Jこれが清水支部長の会

発足当時の言葉でありました。

本当に長いこと患者・家族のためを真剣

に考えて、支え、引っ張っていただきまし

た。そのご苦労とご努力は測り知れないも

のがあったと思います。とかく JJJi.独になり

がちな患者の心に曙光を与えてくださった。

心から感謝申し上げたいと思っています。

さらには、支部長の傍らで支えて来た奥

様の内助の功は忘れてはならないと思いま

す。会の庶務・運営など適確なる方向に導

いていただいた。 N百Kテレビ放送「功名

が辻jを思い出させます。

ご夫婦の誠意あふれる患者・家族へのご

助言は大きな力となっています。そうした

笠間市 綿弓|義男

声をこの記念誌の丈面から読み取ることが

できます。

支部長は職を持ちながらこの会を立ち上

げたのです。当時、東京まで通勤していた

ご苦労はいかばかりかと思います。特に電

車の乗持は大変なものと思われる O 時には

緊張が昂じて転倒することもあったと開き

ます。しかしながら、同病患者の心中を思

い、持ち前の支部長の強い意志と行動力が

二十年間も続き今日までの継続運営となっ

たものと思います。

当初、パーキンソン病は隠れた病気、知

られたくない病気、医痕も今日ほど進展し

ていなかった。 清水支部長は、国、県に対

して補助金の支給、原田究明の体制作り、

患者の実態調査とその対策の早期実現など

八項目にわたる要望事項を提出しています。

このことは、少しずつ実現しつつあり、既

刊会報などで広報の通りです。

今、支部長はこの会の存続を心配してい

ます。会員の高齢化と共に減少が目立って

きているからです。いかに会員を増やして、

本来の活動を円滑に継続出来るか心を痛め

ているのです。更に会員の加入を待ちたい

ところであります。
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パーキンソン病の社会的認識を高めよう方

怠考・家挨交j議会
全国パーキンソ、

全国パーキンソン病友の会茨城県支部 H 8.10.12 於リバーサイド奥久慈福寿荘
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物 A
パーキンソン病の社会的認識を高めよう'!!

怠考・家族交流会

全国パーキンソン病友の会茨城県支部 Hl1.11.6 於リバーサイド奥久慈
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パーキンソン痛の社会的認識を高めよう庁

全国パーキンソン病友の会茨城県支部 H13.10.13 於複寿荘
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患希・家挨交流会
全国パ~キンソン病友の会茨城県支部

第19回患者・家族交流会 H 16. 7 .18，....，19 於いこいの村酒沼
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全国パーキンソン病友の会都道府県支部の連絡先

(2006. 2. 1現在)

支部名 結成JI国 郵便番号 {主 所 代表者 電話番号

本部 187-8551 東京都小平市小)11東 4-1-1 042-348-3763 
国立精神・神経センタ-5-2 清水昇勝 042-349-3764 

北海道 4 010-0904 札幌市中央区南4条西10丁目 011-873-3123 
北海道難病連センター内 山本富子 011-873…3546 

秋田 31 010-0025 秋田市楢山佐竹町 1-50 小森 浩 018-836-0536 
岩手 36 020-0066 盛岡市上田 3-3-6 品構忠郎 019-622-8655 
山形 34 990-0021 山形市小白)11町 3-11-16 黒田邦男 023-631…7350 
宮城 27 981-0952 仙台市青葉区中山 6-6-11 谷津繁清 022…279-0093 
福島 33 960-8003 福島市森合樺蒲原 18-59 仲野辰雄 024-557-1495 
栃木 7 321-1271 今市市並木町 19-9 斉藤三郎 0288…22-7657 
茨城 1 7 315-0018 石間市若松 1-7-5 清水昇勝 0299…22-5580 
群馬 26 317…0844 前橋市宮市町 1-1-7 城田幸子 027-251-5319 
神奈川 2 253-0024 茅ヶ崎市平和町 12-28 黒沢君夫 0467-85-4661 
埼玉 16 335-0003 醸市南町 3-26-13 江口 勝 048-442-1815 
千葉 18 299…2118 安爵郡鋸南町竜島 27-2 西揮舜ー 0470-55-2043 
東京 3 187-8551 東京都小平市小)11東 4-1-1

国立精神・神経センターか2 清徳保雄 042-348-3725 
山梨 30 400…0008 甲府市緑ケ丘 1-5-1 )11手 譲 055-253-9666 
長野 25 390-1243 松本市神林 3527-1 赤井佐千子 0263-26-9347 
新潟 29 950-2063 新潟市寺尾台 1-2-7 斉藤 博 025…266-0251 
岐阜 10 509…0257 可児市長坂町 8-92 小揮ニ男 0574-65-2385 
石川 37 920-3115 金沢市弥可勘町 59-1 小森和夫 076-258-4025 
静鴎 9 420…0068 静関市田町 1-111-8 山木小夜子 054-254-4739 
愛知 8 477-0031 東海市大田町上浜田 6-4-615 丹羽浩介 0562-32-4513 
京都 15 617…0853 尽都市左尽IR松ケ崎正田町7-11-301竹下寛之 075-712-6144 
重 41 510…0226 鈴鹿市岸岡町 1275-9 河合武雄 0593…84-1513 
大阪 6 565-0835 吹田市竹谷町 36-17 山崎芳子 06-6387-4818 
兵庫 19 663-8154 西宮市甲子園 2…ト6 大林保之 0798-49-2793 
和歌山 23 646-0051 田辺市稲成町 2598-7 田中正一 0738-26-8838 
鳥取 21 693-0065 米子市万能町 142 牧浦美奈江 0859-33-3230 
関山 11 701-1205 岡山市佐山 2110-5 大本 泉 086-384-5115 
広島 12 734-0055 広島市南洋新町 1-20-22 溝上泰子 082-284-0464 
山 E 25 746-0015 周南市清水 2-15-22 伊豆悦子 0834-63-7245 
徳島 35 771-0361 鳴門市灘戸町堂浦廼り参 111 喜多茂一郎 088-:688-0562 
香川 39 761-8078 品松市仏生町甲 192-38 岩崎昭七 087-889-5453 
愛媛 1 790-0045 松山市余戸中 4-1-7 林 芳明 089-973-2818 
両知 13 780-0022 晶知市北泰泉寺 40-11 大庭徳夫 088-824-4692 
福岡 14 814…0161 福岡市早良区良飯島 3-1-5 f事i71く武重 092-844-1777 
佐賀 28 848-0041 伊万里市新天町 516-7 諸永哲也 0955-23-4947 
長崎 38 857-1163 佐世保市大岳台町 18-9 北島健次郎 0956-33-8576 
熊本 5 861-2108 熊本市昭和町 15-9 上村清春 096-369-8625 
大分 31 870-1163 大分市松ケ丘 68-14 池辺代作 097-541-5501 
震崎 22 880-0813 宮崎市丸島町会29 原思慣夫 0985-22-5962 
鹿児島 20 890-0043 鹿児島市鷲蹄 2-8-14 橋口芳信 099-254-1047 
沖縄 40 904-0023 沖縄市久保田 1-千8 森)11 正行 098-933-0716 
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編集後記

全国パーキンソン病友の会茨城県支部は、この度、支部結成20閤年を迎えます。

これを記念して、記念誌を発行する事と成りました。

昨年の11月に支部役員の中から「支部結成20周年記念誌編集委員会」を組織し

て、数回の編集会議、複数の者がパソコンで原版を作成し、読み合わせ等を行い、

ここに発行の運びと成りました。

多くの会員の皆様より、寄稿のご協力ありがとうございました。

最後に成りますが、本誌にご祝辞を賜り激励下さいました、関係機関の皆様方

に衷心より感謝申し上げます。

編集委員

清水昇勝

寺門正次

山村 覚

綿引義男

(あいうえお順)
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